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  山梨県総合計画
  令和2年度予算が成立P10P2 新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう
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東京２０２０オリンピック

聖火リレー それぞれの
思いを胸に！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、今
ま
さ
に
拡
大
局
面
に
あ
り
、県
内
で
も
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。県
で
は
、国
内
で
の
感
染
が
認
め
ら
れ
る
前
か
ら
、県
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
常
に
先
手
主
義
・
事
前
対
応
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
国
全
体

と
し
て
感
染
拡
大
防
止
に
、よ
り
強
力
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。学
校
の
臨
時
休
業
な
ど
に
よ
り
、皆
さ
ん
の
生
活
に
大
き
な
負
担
・
制
約
が
生
じ
て
い

ま
す
が
、ま
ん
延
を
防
止
で
き
る
か
ど
う
か
は
私
た
ち
県
民
一
人
一
人
の
行
動
に
か
か
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、皆
さ
ん
の
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、「
う
つ
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」た
め
の
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
日
常

生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

   
県
民
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

   
県
民
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
向
か
う

「
う
つ
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」た
め
に

新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう

　❶流水でよく手をぬらした後、せっけんを
　　付け、手のひらをよくこする
　❷手の甲を伸ばすようにこする
　❸指先・爪の間を念入りにこする
　❹指の間を洗う
　❺親指と手のひらをねじって洗う
　❻手首も忘れずに洗う

感染拡大防止のため予防対策を徹底してください

　
ヒ
ト
に
感
染
す
る
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、今
回

の
新
型
ウ
イ
ル
ス
以
外
に
こ
れ
ま
で
6
種
類
見

つ
か
って
い
ま
す
。そ
の
う
ち
4
種
類
が
一
般
的

な
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
、あ
と
の
２
種
類
は「
重
症

急
性
呼
吸
器
症
候
群（
S
A
R
S
）と「
中
東

呼
吸
器
症
候
群（
M
E
R
S
）」と
い
う
非
常
に

重
篤
な
肺
炎
を
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。新
型

コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
め
、い
ず
れ
も
感
染
予
防

の
基
本
は
、手
洗
い
と
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。

　
現
状
、一
番
多
い
症
状
は
、発
熱
と
せ
き
で

す
。通
常
の
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
比
較

す
る
と
、症
状
が
長
引
き
、非
常
に
強
い
だ
る

さ
が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。全
く
症
状
が
出

な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、軽
症
の
方
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、高
齢
者
、糖
尿
病

や
肺
疾
患
の
持
病
が
あ
る
方
な
ど
は
重
症
化

す
る
恐
れ
が
あ
り
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
県
で
は「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専

用
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」を
開
設
し
、予
防
対
策
や

不
安
な
こ
と
な
ど
の
電
話
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。厚
生
労
働
省
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
電
話
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、風
邪
の
症
状
や
37
・５
度
以
上
の
発

熱
が
４
日
以
上
続
き
、強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し

さ
と
いっ
た
症
状
が
あ
る（
高
齢
者
や
持
病
が

あ
る
方
は
、こ
の
症
状
が
２
日
以
上
あ
る
）場

合
に
は
、各
保
健
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
帰

国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
一
般
的
な
風
邪
と
思
わ
れ
る
症
状
の
場
合
、

か
か
り
つ
け
医
を
受
診
さ
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。そ
の
場
合
も
念
の
た
め
、あ
ら
か

じ
め
電
話
で
症
状
を
伝
え
た
上
で
、か
か
り
つ

け
医
の
指
示
に
従
っ
て
受
診
を
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
に
は
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
７
カ

所
あ
り
、こ
れ
に
山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病

院
を
加
え
た
八
つ
の
病
院
が
入
院
医
療
の
核

に
な
って
い
き
ま
す
。現
時
点
で
受
入
体
制
に

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
も
医
療
従
事
者

の
方
々
や
、相
談
窓
口
で
対
応
に
当
た
る
職
員

は
、強
い
使
命
感
を
持
って
、県
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
日
々
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
患
者
に
、適
切
な
医
療
を
提

供
し
、重
症
化
予
防
・
早
期
回
復
と
併
せ
て
、

感
染
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、円
滑
に
最

適
な
医
療
機
関
へ
入
院
で
き
る
よ
う
、感
染

症
の
専
門
家
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
２
名
と
、公
衆

衛
生
の
専
門
家
で
あ
る
私
と
で
構
成
す
る

「
C
O
V
I
D
│
19
入
院
調
整
専
門
家
会
議
」

も
設
置
し
て
い
ま
す
。県
全
体
の
入
院
医
療
体

制
や
感
染
防
御
に
つい
て
、専
門
家
と
し
て
の
医

学
的
知
見
を
踏
ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

行
い
、県
に
提
言
・ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、

医
療
と
行
政
の
連
携
を
強
化
す
る
パ
イ
プ
役
と

し
て
の
活
動
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
記
者
会
見
な
ど
で
呼
び
掛
け
を
行

う
と
と
も
に
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し

て
必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
、県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、デ
マ
や
不

確
実
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、冷

静
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
行
動
が
、ご
自
身
の
み
な
ら
ず
周

囲
の
方
々
の
感
染
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■感染の予防に関することや、不安なことなどについて相談を受け付けています。

■風邪の症状、37.5度以上の発熱が4日以上
　（解熱剤を飲み続けなければならない場合を含む）
■強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）

検索山梨 新型コロナウイルス

新型コロナウイルス感染症専用相談ダイヤル
TEL055-223-8896午前9時～午後9時（土日・祝日も実施）

新型コロナウイルス感染症に関する総合情報はこちら

次の症状がある方も各保健所（帰国者・接触者相談センター）にご相談ください

厚生労働省にも電話相談窓口があります
TEL ０１２０-５６５６５３（フリーダイヤル）午前9時～午後9時（土日・祝日も実施）
聴覚に障害のある方など、電話でのご相談が難しい方はFAX 03-3595-2756へ

県内の各保健所（帰国者・接触者相談センター）については、
県ホームページまたはこちらのQRコードから

FAX 055-223-1499

状況は日々変化しています。不確実な情報に惑わされないよう国や県の出す最新の情報を確認してください。

県民の
皆さんへ

■正しく手を洗う

■感染リスクの高い環境を避ける

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

テッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う

袖で口・鼻を覆う

しっかりと
泡立てて
最低20秒

　相談の結果、感染の疑いのある場合には、専門
の「帰国者・接触者外来」を紹介しています。マス
クを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診し
てください。
　受診先の医師が総
合的に判断し、新型コ
ロナウイルス感染症
を疑う場合は、感染の
有無を検査します。

正
し
く
理
解
し
、正
し
く
備
え
る

風
邪
な
ど
と
同
じ
予
防
対
策
を

多
く
の
方
は
軽
症
　

高
齢
者
な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ

不
安
な
こ
と
や
症
状
の
あ
る
方
は

ま
ず
は
電
話
相
談
を

拡
大
防
止
や
重
症
化
予
防
な
ど

適
切
な
医
療
提
供
に
万
全
を
期
す

確
か
な
情
報
を
基
に
冷
静
な
対
応

県
民
一
丸
で
、感
染
拡
大
防
止
を

サ
ー
ズ

マ
ー
ズ

●「せき」や「くしゃみ」などの飛沫に含まれるウイルス
●ウイルスが付着した物などへの接触

ひ    まつ

（山梨県健康増進課）

医療機関での感染リスクを減らすため、一般的な風邪の症状の場合は、まず自宅で療養してください。
感染者が集団発生した施設などを訪れた方や、感染者との濃厚接触が疑われる方は、症状の有無にかかわらず、まずご相談ください。

※
窓
口
な
ど
の
設
置
状
況
は
、今
後
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

藤井 充（感染症対策）
 峡東保健所長

知事政策補佐官

厚生労働省疾病対策課長、
成田空港検疫所長などを歴任

感染は
基本的な予防対策をしっかり行って冷静に対応しましょう。

（外出後や食事前など小まめに行ってください）

　せきやくしゃみなどが出るときは
　3つの「せきエチケット」を
マスクの着用などにより、「うつさない」ことを特に心掛ける

■
感染リスクが高い環境とは
「換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすよう
な空間」で「不特定多数の人が接触する恐れが
高い場所」など

※高齢者、糖尿病や肺疾患など持病がある方は
　上記症状が2日以上続く場合

3月8日時点での情報
を基に作成されています。

がきっかけで起こります。

相談～受診～検査

【各保健所TEL】　中　北 055-237-1403　中北（韮崎） 0551-23-3074　峡　東 0553-20-2752
峡　南 0556-22-8158　富士・東部 0555-24-9035　甲府市 055-237-8952
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受
入
体
制
に

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。現
在
も
医
療
従
事
者

の
方
々
や
、相
談
窓
口
で
対
応
に
当
た
る
職
員

は
、強
い
使
命
感
を
持
って
、県
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
日
々
努
力
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
内
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
患
者
に
、適
切
な
医
療
を
提

供
し
、重
症
化
予
防
・
早
期
回
復
と
併
せ
て
、

感
染
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、円
滑
に
最

適
な
医
療
機
関
へ
入
院
で
き
る
よ
う
、感
染

症
の
専
門
家
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
２
名
と
、公
衆

衛
生
の
専
門
家
で
あ
る
私
と
で
構
成
す
る

「
C
O
V
I
D
│
19
入
院
調
整
専
門
家
会
議
」

も
設
置
し
て
い
ま
す
。県
全
体
の
入
院
医
療
体

制
や
感
染
防
御
に
つい
て
、専
門
家
と
し
て
の
医

学
的
知
見
を
踏
ま
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を

行
い
、県
に
提
言
・ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
、

医
療
と
行
政
の
連
携
を
強
化
す
る
パ
イ
プ
役
と

し
て
の
活
動
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
記
者
会
見
な
ど
で
呼
び
掛
け
を
行

う
と
と
も
に
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
し

て
必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
、県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、デ
マ
や
不

確
実
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、冷

静
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
行
動
が
、ご
自
身
の
み
な
ら
ず
周

囲
の
方
々
の
感
染
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、ご
配
慮
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■感染の予防に関することや、不安なことなどについて相談を受け付けています。

■風邪の症状、37.5度以上の発熱が4日以上
　（解熱剤を飲み続けなければならない場合を含む）
■強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）

検索山梨 新型コロナウイルス

新型コロナウイルス感染症専用相談ダイヤル
TEL055-223-8896午前9時～午後9時（土日・祝日も実施）

新型コロナウイルス感染症に関する総合情報はこちら

次の症状がある方も各保健所（帰国者・接触者相談センター）にご相談ください

厚生労働省にも電話相談窓口があります
TEL ０１２０-５６５６５３（フリーダイヤル）午前9時～午後9時（土日・祝日も実施）
聴覚に障害のある方など、電話でのご相談が難しい方はFAX 03-3595-2756へ

県内の各保健所（帰国者・接触者相談センター）については、
県ホームページまたはこちらのQRコードから

FAX 055-223-1499

状況は日々変化しています。不確実な情報に惑わされないよう国や県の出す最新の情報を確認してください。

県民の
皆さんへ

■正しく手を洗う

■感染リスクの高い環境を避ける

マスクを着用する
（口・鼻を覆う）

テッシュ・ハンカチで
口・鼻を覆う

袖で口・鼻を覆う

しっかりと
泡立てて
最低20秒

　相談の結果、感染の疑いのある場合には、専門
の「帰国者・接触者外来」を紹介しています。マス
クを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診し
てください。
　受診先の医師が総
合的に判断し、新型コ
ロナウイルス感染症
を疑う場合は、感染の
有無を検査します。

正
し
く
理
解
し
、正
し
く
備
え
る

風
邪
な
ど
と
同
じ
予
防
対
策
を

多
く
の
方
は
軽
症
　

高
齢
者
な
ど
は
重
症
化
す
る
恐
れ

不
安
な
こ
と
や
症
状
の
あ
る
方
は

ま
ず
は
電
話
相
談
を

拡
大
防
止
や
重
症
化
予
防
な
ど

適
切
な
医
療
提
供
に
万
全
を
期
す

確
か
な
情
報
を
基
に
冷
静
な
対
応

県
民
一
丸
で
、感
染
拡
大
防
止
を

サ
ー
ズ

マ
ー
ズ

●「せき」や「くしゃみ」などの飛沫に含まれるウイルス
●ウイルスが付着した物などへの接触

ひ    まつ

（山梨県健康増進課）

医療機関での感染リスクを減らすため、一般的な風邪の症状の場合は、まず自宅で療養してください。
感染者が集団発生した施設などを訪れた方や、感染者との濃厚接触が疑われる方は、症状の有無にかかわらず、まずご相談ください。

※
窓
口
な
ど
の
設
置
状
況
は
、今
後
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

藤井 充（感染症対策）
 峡東保健所長

知事政策補佐官

厚生労働省疾病対策課長、
成田空港検疫所長などを歴任

感染は
基本的な予防対策をしっかり行って冷静に対応しましょう。

（外出後や食事前など小まめに行ってください）

　せきやくしゃみなどが出るときは
　3つの「せきエチケット」を
マスクの着用などにより、「うつさない」ことを特に心掛ける

■
感染リスクが高い環境とは
「換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすよう
な空間」で「不特定多数の人が接触する恐れが
高い場所」など

※高齢者、糖尿病や肺疾患など持病がある方は
　上記症状が2日以上続く場合

3月8日時点での情報
を基に作成されています。

がきっかけで起こります。

相談～受診～検査

【各保健所TEL】　中　北 055-237-1403　中北（韮崎） 0551-23-3074　峡　東 0553-20-2752
峡　南 0556-22-8158　富士・東部 0555-24-9035　甲府市 055-237-8952



0405 ふれあい

新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう

県の新型コロナウイルス感染症対策
（拡大防止、金融支援、生活支援、医療提供体制強化など）これまでの県の主な取り組み

新型コロナウイルス感染症に関する詳しい情報は、県ホームページでご確認ください。

１月 ７日
１月１７日

１月22日
１月23日

１月２４日～
１月２９日

２月 ３日

２月 ４～６日
２月 ７日～
２月 ７日

２月１０日
２月１２日～
２月19日
２月２０日

２月２１日

２月２５日

２月２6日
２月２７日（午前）

　　　  （午後）

２月２８日（午前）

　　　  （午後）

３月 １日
３月 ３日

３月 ４日

３月 ５日

３月 6～8日

県内医療機関に院内感染対策徹底の注意喚起
知事臨時記者会見
　・中国の春節を控え、県内宿泊事業者への注意喚起
　・体調不良者へのマスク着用、医療機関受診勧奨
　・県下旅館・ホテルへの手指消毒液配布を表明（1月24日配布開始）
外国人の受診に備えての多言語医療問診票の周知
中国人観光客等のスムーズな受診誘導／受診体制を整備
　・医療機関受診案内のホームページ掲載／宿泊施設での掲出
　・医療機関での多言語医療問診票の活用
　・体調不良者を医療機関につなぐ応対案内を宿泊施設に配布
保健所担当者情報共有会議／県各部局連絡会議／観光関連市町村担当者説明会
関係団体・機関（集客施設・交通機関など）への注意喚起
新型コロナウイルス感染症対策会議（知事、副知事、部局長、関係機関などがメンバー）
　・国の動きや本県における課題、対応などを情報共有
新型コロナウイルス感染症相談ダイヤル設置
報道関係者との「新型コロナウイルスに関する勉強会」開催（県民の不安軽減・混乱防止と患者発生・まん延防止のため）
　・新型コロナウイルス感染症の正しい理解と適切な対応について
　・患者発生時の県民への適切な情報公表（基準）について
　・「ふっこう割」インバウンド枠の国内枠への振替適用の要請について
感染予防対策・融資制度のお知らせ（新聞広告掲載：３日間連続）
感染予防対策のお知らせ（ラジオ・テレビのスポット放送）
知事記者会見 
　・県内の宿泊施設へのマスク配布を表明（2月12日配布完了）
帰国者・接触者相談センターを設置／帰国者・接触者外来を設置
クルーズ船患者の受け入れを公表（２月１１日から順次受入、計20人）
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第１回）
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第２回）
　・イベントなどの開催可否の検討ほか
ＣＯＶＩＤ－１９入院調整専門家会議を設置（藤井峡東保健所長を知事政策補佐官に任命）
知事臨時記者会見（県民不安の軽減のため対応状況などを説明）
　・ＣＯＶＩＤ－１９入院調整専門家会議の設置
　・医療提供体制強化に向けた備品など整備への助成　・医療機関、社会福祉施設へのマスクなどの配布
　・業績悪化中小企業への金融支援(経済変動対策融資・融資枠80億円)　・「ふっこう割」の期間延長
知事臨時記者会見（政府発表「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」も踏まえて）
　・踏み込んだ情報開示（クルーズ船患者受入状況、クルーズ船下船者への対応、ウイルス検査実施状況）
　・県教委に危機感を持った拡大防止対策(子供を感染から絶対に守る意識・対策の徹底)を要請
　（式典・授業・部活、児童生徒の健康管理、教職員の体調管理、入試など）
　・「感染等による休業就労者への支援制度」創設を表明
　・県民への呼び掛け(信頼できる情報を基にした冷静な行動、せきエチケットや手洗いなどの感染症対策の励行)
県ホームページ自動翻訳の精度不足カバーのための対応(国際交流員による翻訳＝６カ国語)
疑い事例の検査数ホームページ公表開始
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第３回）
　・知事による県立施設、県主催イベントの臨時休館・中止・延期などの検討指示を伝達
知事臨時記者会見
　・県立施設の臨時休館、県主催イベントの中止・延期などを発表
知事臨時記者会見
　・県教委などに最短で3月3日午後からの臨時休業の検討を指示（併せて、小3以下、特別支援学校・学級の児童生徒の受入検討も）
　・学校・家庭などでの感染防止対策の徹底を呼び掛け
　・県ホームページに「新型コロナウイルス感染症に関する総合情報」のページを作成
知事臨時記者会見
　・「県内小中学校等の臨時休業措置に伴う知事声明」により、県内企業・事業所に対して子育て家庭への配慮を依頼
　・「保育所・幼稚園等への登園自粛要請」および、要請とセットとなる「子育て家庭休業助成制度」の創設を表明
　・感染などにより休業を余儀なくされた者に対して、一定額を助成する「感染拡大防止のための新型コロナウイルス対策休業助成金制度」を発表
　・経済変動対策融資を拡充し、より手厚い融資を実施すると発表（3月2日から実施）
　・手洗い・せきエチケットの徹底、児童生徒および家族の健康管理の依頼
感染・拡大防止対策／相談ダイヤル／疑い事例相談先／中小企業金融相談窓口の案内（新聞掲載：ふれあい３月号）
トイレットペーパーなどの冷静な購買行動を呼び掛け、経済変動対策融資の対象拡大（3月6日から実施）
小・中学校、高校などの臨時休業に伴い地域での見守りを「市町村」や「山梨県安全・安心なまちづくり推進会議」構成団体などに依頼
知事臨時記者会見
　・「子育て家庭休業助成制度」の骨子を発表
　・信玄公祭りの4月実施見送り、11月開催へ向けた再チャレンジの意向を表明
全国知事会 新型コロナウイルス緊急対策本部で国へ要請
　・感染防護医療資材の確保　・自営業者への収入減対策
　・患者移送用の救急車の配備　・患者受入病院への財政支援
知事臨時記者会見（各日）
　・県内初の患者発生および対策会議の本部への格上げ
　・さらなる予防対策の徹底、保健所への相談を呼び掛け
　・患者の行動履歴などの情報収集・確認機能強化のための「感染症対策特別チーム」を編成　など 検索山梨 新型コロナウイルス新型コロナウイルス感染症に関する総合情報はこちら

（3月8日現在）

メンバー
 藤井 　充 氏（知事政策補佐官、峡東保健所長）
 井上 　修 氏（山梨大学医学部附属病院医師）
 三河 貴裕 氏（県立中央病院医師）

感染症に関する医療提供体制の強化を図るため、帰国者・接触者外来を設置した医療機関が行う備品整備に対し助成する経費を確保（1,000千円）

帰国者・接触者外来設置医療機関の備品整備を支援（追加対策分）

感染症患者の入院を受け入れる医療機関が行う、2次感染を防止するための陰圧装置整備に対し助成する経費を確保（45,700千円）

入院受入医療機関が行う陰圧装置整備を支援（追加対策分）

新型コロナウイルスのまん延を防止するため、医療機関、高齢者福祉施設や障害者施設といった社会福祉施設などに
マスクなどを配布する経費を確保（15,000千円）

医療機関、社会福祉施設などへのマスクなどの配布

・3年生以下の小学生
・特別支援学級、特別支援学校に通う児童・生徒
・保育所、幼稚園、認定こども園などに通う児童

 県内の新型コロナウイルス感染症患者が、医学的な知見を踏まえて円滑に最適な医療機
関に入院できるよう、感染症の専門家による会議を設置しています。入院先の調整に加え、
入院中に病状が変化し転院が必要となった場合などに、この会議が患者の状況を確認しな
がら受け入れ先を調整します。新型コロナウイルス対策全般（感染拡大防止、適切な医療の
提供、重症化防止、早期回復など）に関する助言も行っています。

COVID-１９入院調整専門家会議の設置

県民の生命・健康と生活を守る！

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、売上高が減少した県内中小企業者向けに融資を実施

中小企業・個人事業主への支援

経済変動対策融資（経済危機関係）
１カ月間の売上高が前年同月比で２０％以上減少し、
かつその後の2カ月間を含む３カ月間の売上高が前
年同期比で２０％以上減少すると見込まれる方

経済変動対策融資（不況業種対策関係）
中小企業信用保険法第2条第５項第５号で指定する
不況業種で、直近３カ月間の売上高が前年同期比で
５％以上減少するなどしている方

   融資対象 ※制度の詳細などについては、遠慮せずにご相談ください。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、感染者や濃厚接触者が休業を余儀なくされた場合に一定額を助成
   助成対象
　労働基準法の適用を受ける労働者もしくは事業活動を行う個人事業
　主で、県内に住所を有し、新型コロナウイルスの感染者および濃厚接
　触者として保健所から入院勧告または外出自粛要請があった方

   申請期間　　～令和2年3月31日

  要　件
　労働基準法に基づく休業手当金、健康保険法に基づく傷病手当金、その他給  
　与または事業所得の補填に当たる公的な給付金などが支給されないこと

  助成額
　４,０００円/1日（最大14日）

就労者への支援（感染拡大防止のための新型コロナウイルス対策休業助成金制度）

※この支援制度の適用は新型コロナウイルスの
　県内未発生期または県内発生早期に限ります。

ほ てん

【問い合わせ先】 TEL 055-223-1561

   助成対象
　子どもの登校・登園自粛などにより休業し、収入が得られなかった保護者で

子育て家庭への支援（新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための子育て家庭休業助成制度）

全国初

子どもが小学校や保育所などへ登校・登園しなかったことに伴い保護者が休業を余儀なくされた場合、休業に伴う収入減の一部を助成

【問い合わせ先】 TEL 055-223-1459

  要　件
　同趣旨の国の新制度による企業への助成金や休業手当金などの公的な給
　付金が支給されないこと

  適用期間　 
   ～令和2年3月31日

   申請期間　
    ～令和2年4月30日

   助成額
　 ４,０００円/1日（最大14日）

きめ細かな支援

きめ細かな支援

　相談場所　
　県庁別館3階 中小企業金融相談窓口
　平日 午前9時～午後4時
　TEL 055-223-1554

を持つ市町村民税非課税世帯またはひとり親世帯の方

全国初
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新型コロナウイルス感染症に県民一丸となって立ち向かう

県の新型コロナウイルス感染症対策
（拡大防止、金融支援、生活支援、医療提供体制強化など）これまでの県の主な取り組み

新型コロナウイルス感染症に関する詳しい情報は、県ホームページでご確認ください。

１月 ７日
１月１７日

１月22日
１月23日

１月２４日～
１月２９日

２月 ３日

２月 ４～６日
２月 ７日～
２月 ７日

２月１０日
２月１２日～
２月19日
２月２０日

２月２１日

２月２５日

２月２6日
２月２７日（午前）

　　　  （午後）

２月２８日（午前）

　　　  （午後）

３月 １日
３月 ３日

３月 ４日

３月 ５日

３月 6～8日

県内医療機関に院内感染対策徹底の注意喚起
知事臨時記者会見
　・中国の春節を控え、県内宿泊事業者への注意喚起
　・体調不良者へのマスク着用、医療機関受診勧奨
　・県下旅館・ホテルへの手指消毒液配布を表明（1月24日配布開始）
外国人の受診に備えての多言語医療問診票の周知
中国人観光客等のスムーズな受診誘導／受診体制を整備
　・医療機関受診案内のホームページ掲載／宿泊施設での掲出
　・医療機関での多言語医療問診票の活用
　・体調不良者を医療機関につなぐ応対案内を宿泊施設に配布
保健所担当者情報共有会議／県各部局連絡会議／観光関連市町村担当者説明会
関係団体・機関（集客施設・交通機関など）への注意喚起
新型コロナウイルス感染症対策会議（知事、副知事、部局長、関係機関などがメンバー）
　・国の動きや本県における課題、対応などを情報共有
新型コロナウイルス感染症相談ダイヤル設置
報道関係者との「新型コロナウイルスに関する勉強会」開催（県民の不安軽減・混乱防止と患者発生・まん延防止のため）
　・新型コロナウイルス感染症の正しい理解と適切な対応について
　・患者発生時の県民への適切な情報公表（基準）について
　・「ふっこう割」インバウンド枠の国内枠への振替適用の要請について
感染予防対策・融資制度のお知らせ（新聞広告掲載：３日間連続）
感染予防対策のお知らせ（ラジオ・テレビのスポット放送）
知事記者会見 
　・県内の宿泊施設へのマスク配布を表明（2月12日配布完了）
帰国者・接触者相談センターを設置／帰国者・接触者外来を設置
クルーズ船患者の受け入れを公表（２月１１日から順次受入、計20人）
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第１回）
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第２回）
　・イベントなどの開催可否の検討ほか
ＣＯＶＩＤ－１９入院調整専門家会議を設置（藤井峡東保健所長を知事政策補佐官に任命）
知事臨時記者会見（県民不安の軽減のため対応状況などを説明）
　・ＣＯＶＩＤ－１９入院調整専門家会議の設置
　・医療提供体制強化に向けた備品など整備への助成　・医療機関、社会福祉施設へのマスクなどの配布
　・業績悪化中小企業への金融支援(経済変動対策融資・融資枠80億円)　・「ふっこう割」の期間延長
知事臨時記者会見（政府発表「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」も踏まえて）
　・踏み込んだ情報開示（クルーズ船患者受入状況、クルーズ船下船者への対応、ウイルス検査実施状況）
　・県教委に危機感を持った拡大防止対策(子供を感染から絶対に守る意識・対策の徹底)を要請
　（式典・授業・部活、児童生徒の健康管理、教職員の体調管理、入試など）
　・「感染等による休業就労者への支援制度」創設を表明
　・県民への呼び掛け(信頼できる情報を基にした冷静な行動、せきエチケットや手洗いなどの感染症対策の励行)
県ホームページ自動翻訳の精度不足カバーのための対応(国際交流員による翻訳＝６カ国語)
疑い事例の検査数ホームページ公表開始
新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（第３回）
　・知事による県立施設、県主催イベントの臨時休館・中止・延期などの検討指示を伝達
知事臨時記者会見
　・県立施設の臨時休館、県主催イベントの中止・延期などを発表
知事臨時記者会見
　・県教委などに最短で3月3日午後からの臨時休業の検討を指示（併せて、小3以下、特別支援学校・学級の児童生徒の受入検討も）
　・学校・家庭などでの感染防止対策の徹底を呼び掛け
　・県ホームページに「新型コロナウイルス感染症に関する総合情報」のページを作成
知事臨時記者会見
　・「県内小中学校等の臨時休業措置に伴う知事声明」により、県内企業・事業所に対して子育て家庭への配慮を依頼
　・「保育所・幼稚園等への登園自粛要請」および、要請とセットとなる「子育て家庭休業助成制度」の創設を表明
　・感染などにより休業を余儀なくされた者に対して、一定額を助成する「感染拡大防止のための新型コロナウイルス対策休業助成金制度」を発表
　・経済変動対策融資を拡充し、より手厚い融資を実施すると発表（3月2日から実施）
　・手洗い・せきエチケットの徹底、児童生徒および家族の健康管理の依頼
感染・拡大防止対策／相談ダイヤル／疑い事例相談先／中小企業金融相談窓口の案内（新聞掲載：ふれあい３月号）
トイレットペーパーなどの冷静な購買行動を呼び掛け、経済変動対策融資の対象拡大（3月6日から実施）
小・中学校、高校などの臨時休業に伴い地域での見守りを「市町村」や「山梨県安全・安心なまちづくり推進会議」構成団体などに依頼
知事臨時記者会見
　・「子育て家庭休業助成制度」の骨子を発表
　・信玄公祭りの4月実施見送り、11月開催へ向けた再チャレンジの意向を表明
全国知事会 新型コロナウイルス緊急対策本部で国へ要請
　・感染防護医療資材の確保　・自営業者への収入減対策
　・患者移送用の救急車の配備　・患者受入病院への財政支援
知事臨時記者会見（各日）
　・県内初の患者発生および対策会議の本部への格上げ
　・さらなる予防対策の徹底、保健所への相談を呼び掛け
　・患者の行動履歴などの情報収集・確認機能強化のための「感染症対策特別チーム」を編成　など 検索山梨 新型コロナウイルス新型コロナウイルス感染症に関する総合情報はこちら

（3月8日現在）

メンバー
 藤井 　充 氏（知事政策補佐官、峡東保健所長）
 井上 　修 氏（山梨大学医学部附属病院医師）
 三河 貴裕 氏（県立中央病院医師）

感染症に関する医療提供体制の強化を図るため、帰国者・接触者外来を設置した医療機関が行う備品整備に対し助成する経費を確保（1,000千円）

帰国者・接触者外来設置医療機関の備品整備を支援（追加対策分）

感染症患者の入院を受け入れる医療機関が行う、2次感染を防止するための陰圧装置整備に対し助成する経費を確保（45,700千円）

入院受入医療機関が行う陰圧装置整備を支援（追加対策分）

新型コロナウイルスのまん延を防止するため、医療機関、高齢者福祉施設や障害者施設といった社会福祉施設などに
マスクなどを配布する経費を確保（15,000千円）

医療機関、社会福祉施設などへのマスクなどの配布

・3年生以下の小学生
・特別支援学級、特別支援学校に通う児童・生徒
・保育所、幼稚園、認定こども園などに通う児童

 県内の新型コロナウイルス感染症患者が、医学的な知見を踏まえて円滑に最適な医療機
関に入院できるよう、感染症の専門家による会議を設置しています。入院先の調整に加え、
入院中に病状が変化し転院が必要となった場合などに、この会議が患者の状況を確認しな
がら受け入れ先を調整します。新型コロナウイルス対策全般（感染拡大防止、適切な医療の
提供、重症化防止、早期回復など）に関する助言も行っています。

COVID-１９入院調整専門家会議の設置

県民の生命・健康と生活を守る！

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、売上高が減少した県内中小企業者向けに融資を実施

中小企業・個人事業主への支援

経済変動対策融資（経済危機関係）
１カ月間の売上高が前年同月比で２０％以上減少し、
かつその後の2カ月間を含む３カ月間の売上高が前
年同期比で２０％以上減少すると見込まれる方

経済変動対策融資（不況業種対策関係）
中小企業信用保険法第2条第５項第５号で指定する
不況業種で、直近３カ月間の売上高が前年同期比で
５％以上減少するなどしている方

   融資対象 ※制度の詳細などについては、遠慮せずにご相談ください。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、感染者や濃厚接触者が休業を余儀なくされた場合に一定額を助成
   助成対象
　労働基準法の適用を受ける労働者もしくは事業活動を行う個人事業
　主で、県内に住所を有し、新型コロナウイルスの感染者および濃厚接
　触者として保健所から入院勧告または外出自粛要請があった方

   申請期間　　～令和2年3月31日

  要　件
　労働基準法に基づく休業手当金、健康保険法に基づく傷病手当金、その他給  
　与または事業所得の補填に当たる公的な給付金などが支給されないこと

  助成額
　４,０００円/1日（最大14日）

就労者への支援（感染拡大防止のための新型コロナウイルス対策休業助成金制度）

※この支援制度の適用は新型コロナウイルスの
　県内未発生期または県内発生早期に限ります。

ほ てん

【問い合わせ先】 TEL 055-223-1561

   助成対象
　子どもの登校・登園自粛などにより休業し、収入が得られなかった保護者で

子育て家庭への支援（新型コロナウイルス感染拡大防止対策のための子育て家庭休業助成制度）

全国初

子どもが小学校や保育所などへ登校・登園しなかったことに伴い保護者が休業を余儀なくされた場合、休業に伴う収入減の一部を助成

【問い合わせ先】 TEL 055-223-1459

  要　件
　同趣旨の国の新制度による企業への助成金や休業手当金などの公的な給
　付金が支給されないこと

  適用期間　 
   ～令和2年3月31日

   申請期間　
    ～令和2年4月30日

   助成額
　 ４,０００円/1日（最大14日）

きめ細かな支援

きめ細かな支援

　相談場所　
　県庁別館3階 中小企業金融相談窓口
　平日 午前9時～午後4時
　TEL 055-223-1554

を持つ市町村民税非課税世帯またはひとり親世帯の方

全国初
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東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて
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パラリンピック開催までオリンピック開催まで

1 1 4日 1 4 6日
（令和2年4月1日現在）

オリンピック
自転車競技山梨県開催

オリンピック ロードレース
男
子2020年7月25日［土］女子26日［日］

 6月27日（土）
❶南部町

❷身延町

❸早川町

❹富士川町

❺市川三郷町

❻中央市・昭和町

❼甲斐市・
　南アルプス市
❽北杜市

❾韮崎市

10甲府市

発　アルカディア南部総合公園
着　南部橋東
発　天白大善神社付近
着　身延橋東詰交差点付近
発　赤沢宿入口の旅館前
着　妙福寺第二駐車場
発　青柳町公民館付近
着　鰍沢警察入口交差点付近
発　市川三郷町市川大門地区内
着　NTT電信柱（上野392）付近
発　田富郵便局付近
着　常永小学校北交差点付近
発　竜王西小学校南信号付近
着　桃ノ丘団地入口信号西付近
発　五町田交差点付近
着　北杜市高根総合支所付近
発　一ツ谷交差点付近
着　歯科医院前
発　自治研修センター東交差点付近
着　山梨県庁噴水広場※

発　笛吹市役所春日居支所
着　宅配弁当会社付近
発　菱山小学校前信号手前70m付近
着　車両退避場付近
発　富士山５合目バス停付近
着　富士山５合目展望広場
発　上野原高校入口交差点付近
着　日本生命上野原支所前
発　大月市役所付近
着　駒橋交差点付近
発　県道24号線立体付近
着　踏切手前130m付近
発　中央道立体交差付近
着　福善寺付近
発　忍野八海バス停三叉路東の民宿前
着　おみやげ店大型駐車場前
発　東恋路交差点付近
着　ふれあいセンター前信号付近
発　大田和の町村境付近
着　鳴沢駐在所付近
発　クリニック前
着　富士山パーキング※

 6月28日（日）
11笛吹市・山梨市

12甲州市

13富士山

14上野原市

15大月市

16都留市

17西桂町

18忍野村

19富士河口湖町

20鳴沢村

21富士吉田市

※はセレブレーション会場

2020.6.27-28
山梨県実行委員会

6月27日
6月28日

東京2020オリンピック
聖火リレーのルート

※数字は通過順

❽北杜市

❾韮崎市 ❼
甲斐市

11山梨市

10甲府市

11笛吹市

13富士山

12甲州市 　14
上野原市15大月市

16都留市
17西桂町

18忍野村

19富士河口湖町

❼南アルプス市

21
富士吉田市

20鳴沢村

❻昭和町
❻中央市

❺市川三郷町
❹富士川町

❸早川町
❷身延町

❶南部町

6月27日
スタート

6月27日
ゴール

6月28日
ゴール

6月28日
スタート

画像提供：Tokyo 2020

「葡萄畑が織りなす風景」（峡東地域）

富士山5合目

伝統的な建造物が残る赤沢宿（早川町）

世界文化遺産の構成資産 忍野八海（忍野村）詳細はこちら 山梨　聖火リレー 検索
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れ
る
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
の
詳
細
な
ル
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
の
総
走
行
距
離
は

２
日
間
で
32
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
本
県
が
誇
る
美
し
い
山
並
み
や
自
然
景
観
な

ど
の
魅
力
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー 

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

　
聖
火
は
、６
月
27
日
に
南
部
町
を
出
発
し
て
12
市

町
を
巡
り
、県
庁
の
噴
水
広
場
に
到
着
。翌
28
日
は
、

笛
吹
市
を
出
発
し
て
11
市
町
村
を
巡
り
、富
士
山

パ
ー
キ
ン
グ
ま
で
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。赤
沢
宿
、日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
畑
な
ど
が
織
り
な
す
景

観
、忍
野
八
海
、そ
し
て
最
大
の
見
ど
こ
ろ
世
界
文
化

遺
産
富
士
山
と
いっ
た
名
所
を
全
国
、世
界
に
発
信

し
な
が
ら
聖
火
を
つ
な
ぐ
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
姿
は
、い

つ
ま
で
も
県
民
の
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。県
民
総
参
加
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

パラリンピック開催までオリンピック開催まで

1 1 4日 1 4 6日
（令和2年4月1日現在）

オリンピック
自転車競技山梨県開催

オリンピック ロードレース
男
子2020年7月25日［土］女子26日［日］

 6月27日（土）
❶南部町

❷身延町

❸早川町

❹富士川町

❺市川三郷町

❻中央市・昭和町

❼甲斐市・
　南アルプス市
❽北杜市

❾韮崎市

10甲府市

発　アルカディア南部総合公園
着　南部橋東
発　天白大善神社付近
着　身延橋東詰交差点付近
発　赤沢宿入口の旅館前
着　妙福寺第二駐車場
発　青柳町公民館付近
着　鰍沢警察入口交差点付近
発　市川三郷町市川大門地区内
着　NTT電信柱（上野392）付近
発　田富郵便局付近
着　常永小学校北交差点付近
発　竜王西小学校南信号付近
着　桃ノ丘団地入口信号西付近
発　五町田交差点付近
着　北杜市高根総合支所付近
発　一ツ谷交差点付近
着　歯科医院前
発　自治研修センター東交差点付近
着　山梨県庁噴水広場※

発　笛吹市役所春日居支所
着　宅配弁当会社付近
発　菱山小学校前信号手前70m付近
着　車両退避場付近
発　富士山５合目バス停付近
着　富士山５合目展望広場
発　上野原高校入口交差点付近
着　日本生命上野原支所前
発　大月市役所付近
着　駒橋交差点付近
発　県道24号線立体付近
着　踏切手前130m付近
発　中央道立体交差付近
着　福善寺付近
発　忍野八海バス停三叉路東の民宿前
着　おみやげ店大型駐車場前
発　東恋路交差点付近
着　ふれあいセンター前信号付近
発　大田和の町村境付近
着　鳴沢駐在所付近
発　クリニック前
着　富士山パーキング※

 6月28日（日）
11笛吹市・山梨市

12甲州市

13富士山

14上野原市

15大月市

16都留市

17西桂町

18忍野村

19富士河口湖町

20鳴沢村

21富士吉田市

※はセレブレーション会場

2020.6.27-28
山梨県実行委員会

6月27日
6月28日

東京2020オリンピック
聖火リレーのルート

※数字は通過順

❽北杜市

❾韮崎市 ❼
甲斐市

11山梨市

10甲府市

11笛吹市

13富士山

12甲州市 　14
上野原市15大月市

16都留市
17西桂町

18忍野村

19富士河口湖町

❼南アルプス市

21
富士吉田市

20鳴沢村

❻昭和町
❻中央市

❺市川三郷町
❹富士川町

❸早川町
❷身延町

❶南部町

6月27日
スタート

6月27日
ゴール

6月28日
ゴール

6月28日
スタート

画像提供：Tokyo 2020

「葡萄畑が織りなす風景」（峡東地域）

富士山5合目

伝統的な建造物が残る赤沢宿（早川町）

世界文化遺産の構成資産 忍野八海（忍野村）詳細はこちら 山梨　聖火リレー 検索

聖
火
リ
レ
ー
の
記
憶
が

い
つ
ま
で
も
県
民
の
心
に
残
る
よ
う
に

　
６
月
27
日
、
２８
日
に
県
内
で
実
施
さ
れ
る
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
の
詳
細
な
ル
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
の
総
走
行
距
離
は

２
日
間
で
32
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
本
県
が
誇
る
美
し
い
山
並
み
や
自
然
景
観
な

ど
の
魅
力
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。



　 1609 ふれあい

東京2020オリンピック・パラリンピックに向けて

三遊亭 小遊三さん落語家 【問い合わせ先】  オリンピック・パラリンピック推進課  TEL 055-223-1545  FAX 055-223-1578 山梨　オリンピック 検 索

　 08

聖
火
は
縁
起
物 

リ
レ
ー
し
た
聖
火
が

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
と
も
さ
れ
る
の
が
い
い

　
私
は
小
学
校
６
年
生
の
時
に
、県
の
代
表

と
し
て
参
議
院
70
周
年
記
念
子
ど
も
国
会

に
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。み
ん
な
で

未
来
を
語
る
中
で
、私
は
山
梨
県
の
魅
力
に

気
付
き
、地
域
へ
の
関
心
が
と
て
も
深
ま
り

ま
し
た
。聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
し
た
の
も
、

大
好
き
な
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
、盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
選
ば
れ
た
時
は
、信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

思
い
で
し
た
が
、そ
れ
と
と
も
に
自
分
が
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
山
梨
を

P
R
で
き
る
か
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
い
う

責
任
感
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
き
な
平
和
の
祭
典
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
一
つ
の
事
で
つ
な
が
り
、同
じ
立
場
で

競
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

平
和
に
一
番
近
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
関
わ
れ
る
こ
と
を
、と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
す
し
、こ
の
経
験
は
自
分
の
誇
り
と
な

り
、自
信
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
和
の
祭
典
で
大
好
き
な
山
梨
の
魅
力
を
発
信
！

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

採火式

県内集火・分火式

聖火ビジット

県内集火・出立式

8月13日（木）

8月14日（金）

8月14日（金）～16日（日）

8月16日（日）

27市町村で展示

県内5カ所

県庁

県庁

聖火フェスティバル日程 　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、２
０
２
０
年
を
契
機

に
共
生
社
会
を
実
現
し
、人
と
人
、人
と
社
会
と
の「
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
聖
火
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、独
自
の
方
法
で
採
ら
れ
た
火
を
一つ
の
聖
火
に
ま
と

め
、そ
れ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。県
内
で
は
聖
火
リ
レ
ー
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん

が
、聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。８
月
13
日
に
５
カ
所（
県
福

祉
プ
ラ
ザ
、道
の
駅
ど
う
し
、山
中
湖
村
役
場
、小
菅
村
中
央
公
民
館
、

丹
波
山
村
役
場
）に
お
い
て
、共
生
社
会
へ
の
思
い
を
込
め
た
独
自
の
方

法
で
採
火
を
行
い
ま
す
。翌
14
日
に
そ
れ
ら
の
火
を
県
庁
に
集
め
た
後
、

全
27
市
町
村
に
分
火
し
て
、16
日
ま
で
の
間
、「
聖
火
ビ
ジ
ッ
ト
」と
称
し

て
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
で
展
示
。16
日
に
再
度
火
を
県
庁
に

集
め
て
、開
催
都
市
で
あ
る
東
京
に
送
り
出
し
ま
す
。

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー（
県
実
行
委
員
会
分
）が
発
表
さ
れ
、本
県
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
聖

火
リ
レ
ー
コ
ー
ス
を
走
る
、さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
や
年
齢
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
３
人
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
、リ
レ
ー
に
懸
け
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
に
懸
け
る
思
い

   6月27日（土）
❶秋山 寿彦
❷磯部 博徳
❸大村 智
❹小田川 恵理
❺金丸 健
❻Styczynska 
　Karolina Krystyna
❼小池 琉南
❽齋藤 ひろ子
❾佐々木 琥珀
10佐野 夢加
11田中 千晶
12田村 昴一
13知見 真衣
14成宮 賢行
15萩原 智子
16花輪 和志
17深沢 千暁
18深沢 瑞樹
19前澤 佳月
20松本 弘
21山本 健一
22山本 恭佑

 6月28日（日）
23天野 緑
24今村 俊雄
25勝俣 和広
26亀井 翔
27河内 成幸
28日下部 紫音
29小林 俊介
30小山 玲弥
31近藤 光一
32佐藤 秋華葉
33三遊亭 小遊三
34嶋崎 竜馬
35白須 慶子
36高村 洋平
37筒井 真理子
38手塚 類
39中山 陽介
40成島 出
41藤巻 亮太
42舟津 宏昭
43宮沢 和史
44武藤 敬司
45矢野 育帆
46山口 雄一
47吉原 稔
48渡辺 光美
49渡邉 義孝

東京2020オリンピック聖火ランナー
（県実行委員会分）  

齋藤 ひろ子さん（甲斐市在住）
全国健康福祉祭2017年 マラソン5キロの部 優勝

　
私
は
、地
域
の
方
々
が
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
て
、発
足
さ
せ
た「
竜
王
走
ろ
う
会
」と

い
う
グ
ル
ー
プ
で
、30
年
ほ
ど
前
か
ら
仲
間
と

一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す
。特
に
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が

な
か
っ
た
私
が
走
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、普
通
の
主
婦
だ
っ
た
ゴ
ー
マ
ン
美
智
子
さ

ん
と
い
う
方
が
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で

優
勝
し
た
の
を
テ
レ
ビ
で
知
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。私
が
時
間
に
余
裕
が
で
き
て
、

た
く
さ
ん
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
６０
代
か
ら

で
す
。そ
ん
な
私
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走

る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
年
齢
は

関
係
な
く
、い
く
つ
に
な
っ
て
か
ら
で
も
始
め

ら
れ
る
こ
と
や
、ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
今
は
走
る
こ
と
が
私

の
人
生
の
一
部
に
な
っ

て
い
て
、四
季
折
々
の

山
梨
の
美
し
い
自
然
の

表
情
に
感
動
し
な
が

ら
走
っ
て
い
ま
す
。聖

火
を
未
来
に
つ
な
ぐ

思
い
で
一
生
懸
命
走
り

た
い
と
思
い
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
は
年
齢
に
関
係
な
く

始
め
ら
れ
る
楽
し
み

矢野 育帆さん
（北杜市在住）

山梨英和中学校3年

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
の
は
、日
本
的
に
い

う
と
縁
起
物
で
や
る
わ
け
で
す
。聖
火
は
な

く
て
も
競
技
は
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
。で
も

聖
火
が
と
も
っ
た
場
所
で
開
催
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
ん
で
す
。だ
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

を
務
め
る
か
ら
に
は
、ふ
ざ
け
半
分
じ
ゃ
い
け

ま
せ
ん
、真
剣
に
や
ら
な
き
ゃ
駄
目
な
ん
で

す
。自
分
に
託
さ
れ
た
火
を
、次
の
人
に
つ
な

ぎ
、み
ん
な
で
リ
レ
ー
し
た
聖
火
が
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
に
と
も
さ
れ
る
の
が
い
い
ん
で
す
よ
。

　
山
梨
は
僕
を
育
て
て
く
れ
た
所
で
あ
り
原

点
、本
当
に
い
い
所
で
す
。山
梨
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、一
生
懸
命
走

り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

画像提供：Tokyo 2020
オリンピックトーチ（上から見た画像）

敬称略、五十音順

共
生
社
会
を
実
現
し「
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」を

考
え
る
き
っ
か
け
に

　
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続

き
、再
び
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ん
で
も
ら
い
大

感
謝
で
す
。め
っ
た
に
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ら
ね
。高
校
生
だ
っ
た
前
回
は
、卓
球
部

の
主
将
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
僕
も
選

ば
れ
た
ん
で
す
。日
の
丸
が
付
い
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
短
パ
ン
と
い
う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、猿

橋
の
付
近
を
１
・２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
り
ま
し

た
。自
分
が
持
つ
ト
ー
チ
に
聖
火
が
移
さ
れ
た

時
は
、周
り
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
白
煙
が
上

が
り
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
。ち
ょ
う
ど
霧

雨
が
降
っ
て
き
て「
聖
火
消
え
な
い
か
な
？
」

な
ん
て
心
配
も
し
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
56
年
、

今
回
も
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、山
梨
を
走

れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
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聖
火
は
縁
起
物 

リ
レ
ー
し
た
聖
火
が

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
と
も
さ
れ
る
の
が
い
い

　
私
は
小
学
校
６
年
生
の
時
に
、県
の
代
表

と
し
て
参
議
院
70
周
年
記
念
子
ど
も
国
会

に
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。み
ん
な
で

未
来
を
語
る
中
で
、私
は
山
梨
県
の
魅
力
に

気
付
き
、地
域
へ
の
関
心
が
と
て
も
深
ま
り

ま
し
た
。聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
し
た
の
も
、

大
好
き
な
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
て
、盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
選
ば
れ
た
時
は
、信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う

思
い
で
し
た
が
、そ
れ
と
と
も
に
自
分
が
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
山
梨
を

P
R
で
き
る
か
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
い
う

責
任
感
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
大
き
な
平
和
の
祭
典
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
一
つ
の
事
で
つ
な
が
り
、同
じ
立
場
で

競
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

平
和
に
一
番
近
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
関
わ
れ
る
こ
と
を
、と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
す
し
、こ
の
経
験
は
自
分
の
誇
り
と
な

り
、自
信
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
和
の
祭
典
で
大
好
き
な
山
梨
の
魅
力
を
発
信
！

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー

採火式

県内集火・分火式

聖火ビジット

県内集火・出立式

8月13日（木）

8月14日（金）

8月14日（金）～16日（日）

8月16日（日）

27市町村で展示

県内5カ所

県庁

県庁

聖火フェスティバル日程 　
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、２
０
２
０
年
を
契
機

に
共
生
社
会
を
実
現
し
、人
と
人
、人
と
社
会
と
の「
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
、全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
聖
火
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、独
自
の
方
法
で
採
ら
れ
た
火
を
一つ
の
聖
火
に
ま
と

め
、そ
れ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。県
内
で
は
聖
火
リ
レ
ー
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん

が
、聖
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。８
月
13
日
に
５
カ
所（
県
福

祉
プ
ラ
ザ
、道
の
駅
ど
う
し
、山
中
湖
村
役
場
、小
菅
村
中
央
公
民
館
、

丹
波
山
村
役
場
）に
お
い
て
、共
生
社
会
へ
の
思
い
を
込
め
た
独
自
の
方

法
で
採
火
を
行
い
ま
す
。翌
14
日
に
そ
れ
ら
の
火
を
県
庁
に
集
め
た
後
、

全
27
市
町
村
に
分
火
し
て
、16
日
ま
で
の
間
、「
聖
火
ビ
ジ
ッ
ト
」と
称
し

て
公
共
施
設
や
福
祉
施
設
な
ど
で
展
示
。16
日
に
再
度
火
を
県
庁
に

集
め
て
、開
催
都
市
で
あ
る
東
京
に
送
り
出
し
ま
す
。

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー（
県
実
行
委
員
会
分
）が
発
表
さ
れ
、本
県
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
聖

火
リ
レ
ー
コ
ー
ス
を
走
る
、さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
や
年
齢
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
は
３
人
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
、リ
レ
ー
に
懸
け
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
に
懸
け
る
思
い

   6月27日（土）
❶秋山 寿彦
❷磯部 博徳
❸大村 智
❹小田川 恵理
❺金丸 健
❻Styczynska 
　Karolina Krystyna
❼小池 琉南
❽齋藤 ひろ子
❾佐々木 琥珀
10佐野 夢加
11田中 千晶
12田村 昴一
13知見 真衣
14成宮 賢行
15萩原 智子
16花輪 和志
17深沢 千暁
18深沢 瑞樹
19前澤 佳月
20松本 弘
21山本 健一
22山本 恭佑

 6月28日（日）
23天野 緑
24今村 俊雄
25勝俣 和広
26亀井 翔
27河内 成幸
28日下部 紫音
29小林 俊介
30小山 玲弥
31近藤 光一
32佐藤 秋華葉
33三遊亭 小遊三
34嶋崎 竜馬
35白須 慶子
36高村 洋平
37筒井 真理子
38手塚 類
39中山 陽介
40成島 出
41藤巻 亮太
42舟津 宏昭
43宮沢 和史
44武藤 敬司
45矢野 育帆
46山口 雄一
47吉原 稔
48渡辺 光美
49渡邉 義孝

東京2020オリンピック聖火ランナー
（県実行委員会分）  

齋藤 ひろ子さん（甲斐市在住）
全国健康福祉祭2017年 マラソン5キロの部 優勝

　
私
は
、地
域
の
方
々
が
健
康
づ
く
り
を
目

指
し
て
、発
足
さ
せ
た「
竜
王
走
ろ
う
会
」と

い
う
グ
ル
ー
プ
で
、30
年
ほ
ど
前
か
ら
仲
間
と

一
緒
に
走
っ
て
い
ま
す
。特
に
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が

な
か
っ
た
私
が
走
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、普
通
の
主
婦
だ
っ
た
ゴ
ー
マ
ン
美
智
子
さ

ん
と
い
う
方
が
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で

優
勝
し
た
の
を
テ
レ
ビ
で
知
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。私
が
時
間
に
余
裕
が
で
き
て
、

た
く
さ
ん
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
６０
代
か
ら

で
す
。そ
ん
な
私
が
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走

る
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
年
齢
は

関
係
な
く
、い
く
つ
に
な
っ
て
か
ら
で
も
始
め

ら
れ
る
こ
と
や
、ス
ポ
ー

ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
ら

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
今
は
走
る
こ
と
が
私

の
人
生
の
一
部
に
な
っ

て
い
て
、四
季
折
々
の

山
梨
の
美
し
い
自
然
の

表
情
に
感
動
し
な
が

ら
走
っ
て
い
ま
す
。聖

火
を
未
来
に
つ
な
ぐ

思
い
で
一
生
懸
命
走
り

た
い
と
思
い
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
は
年
齢
に
関
係
な
く

始
め
ら
れ
る
楽
し
み

矢野 育帆さん
（北杜市在住）

山梨英和中学校3年

　
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
い
う
の
は
、日
本
的
に
い

う
と
縁
起
物
で
や
る
わ
け
で
す
。聖
火
は
な

く
て
も
競
技
は
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
。で
も

聖
火
が
と
も
っ
た
場
所
で
開
催
す
る
こ
と
に

意
味
が
あ
る
ん
で
す
。だ
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

を
務
め
る
か
ら
に
は
、ふ
ざ
け
半
分
じ
ゃ
い
け

ま
せ
ん
、真
剣
に
や
ら
な
き
ゃ
駄
目
な
ん
で

す
。自
分
に
託
さ
れ
た
火
を
、次
の
人
に
つ
な

ぎ
、み
ん
な
で
リ
レ
ー
し
た
聖
火
が
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
に
と
も
さ
れ
る
の
が
い
い
ん
で
す
よ
。

　
山
梨
は
僕
を
育
て
て
く
れ
た
所
で
あ
り
原

点
、本
当
に
い
い
所
で
す
。山
梨
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、一
生
懸
命
走

り
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

画像提供：Tokyo 2020
オリンピックトーチ（上から見た画像）

敬称略、五十音順

共
生
社
会
を
実
現
し「
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」を

考
え
る
き
っ
か
け
に

　
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
続

き
、再
び
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ん
で
も
ら
い
大

感
謝
で
す
。め
っ
た
に
あ
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ら
ね
。高
校
生
だ
っ
た
前
回
は
、卓
球
部

の
主
将
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
僕
も
選

ば
れ
た
ん
で
す
。日
の
丸
が
付
い
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
に
短
パ
ン
と
い
う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、猿

橋
の
付
近
を
１
・２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
り
ま
し

た
。自
分
が
持
つ
ト
ー
チ
に
聖
火
が
移
さ
れ
た

時
は
、周
り
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
白
煙
が
上

が
り
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
す
。ち
ょ
う
ど
霧

雨
が
降
っ
て
き
て「
聖
火
消
え
な
い
か
な
？
」

な
ん
て
心
配
も
し
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
56
年
、

今
回
も
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、山
梨
を
走

れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。



　総合計画には、本県の将来像が設定された2040年と、さらにその先の未来に向けて、人口の規模
や動きを展望した「人口ビジョン」を掲げています。

1011 ふれあい

山
梨
県
総
合
計
画

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して

人口の現状

人口の将来展望

県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし
産業の高付加価値化により魅力的な仕事が増加

一人ひとりが多様な個性や能力を発揮

誰もが生涯を通じて職場や地域で活躍

持続可能な社会の中で健康寿命が延伸

産業や生活を支え、守る基盤を整備

価値を生み出す産業

一人ひとりの可能性を広げる教育

多様性が強みとなる共生社会

将来に向け持続可能で安心できる生活

快適な生活空間

❶❶
❷❷
❸❸
❹❹

あらゆる県計画の上位に位置する、新たな県政運営の基本指針

2019（令和元）年度から2022（令和4）年度までの４年間

県民が持つ「豊かさ」のイメージ 
全体 男性 女性 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

51.6

39.7

37.5

36.4

31.8

26.1

48.8

38.1

38.4

40.0

30.3

26.6

54.5

41.5

36.6

32.6

33.5

25.6

35.0

37.5

32.5

47.5

32.5

32.5

35.6

34.7

29.7

51.0

29.2

25.7

39.2

53.2

37.4

50.5

35.1

20.3

52.6

44.0

40.5

41.2

37.1

18.6

52.2

47.4

39.9

35.2

29.0

21.5

62.4

32.2

41.1

29.9

28.1

28.7

60.7

28.8

34.1

16.5

32.6

40.4

心身の健康
時間的なゆとり
快適な居住環境
収入や資産が多い
恵まれた人間関係
恵まれた自然

注目
　本
県
が
目
指
す
姿
を
県
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る
た
め
、
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
県
の
取
り
組
み
の
設
計
図
と
な
る
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
を
基
に
、
誰
も
が
輝
け
る
場
所
、
幸
せ
に
な
れ
る
場
所
と
な

る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
く
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
山
梨
、も
っ
と
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
を
つ
く
り
ま
す
。

2040年の将来像をマンガで紹介！

　県民一人ひとりにとっての豊かさも多様化し、また、それぞれのライフステージによっても変化していくと考えられます。
　日本全体として人口減少が見込まれ、戦後の高度成長期のような急激な経済成長は見込みづらい中で、県民一人ひと
りが考える個性ある豊かさを実感するためには、県全体として経済、社会、環境、それぞれの豊かさを維持・拡大させなが
ら、県民一人ひとりの生活の質を向上させていくことが必要となります。

■就職期の若者（特に女性）が大きく転出超過となって
いること、子育て世代も転出超過でＵ・Ｉターンの動き
が弱いこと、そして、こうした社会減が自然減に拍車を
かける人口減少のスパイラル（悪循環）が生じているこ
とが問題となっています。
■対応の方向性として、①女性活躍の推進②教育・子育
て環境の充実③経済の底上げによる豊かな山梨の創
造の３つを掲げました。

■当面の人口減少は避けられないとしても、総合計画に
基づく的確な対策によって減少の程度を緩和し、世代
間でバランスのとれた持続可能な人口構成へ向かわ
せることが可能になります。
《将来展望のポイント》
●人口減少ペースは緩やかに
　（2040年：69万1千人、2060年：59万人）
●生まれる子どもの数が減らない社会に
●超長期的に、人口減少は止まる
　（2100年以降：総人口は約50万人を維持）

200
（人） 男性 女性

0

－200

－400

－600

－800

－1,000

－1,200

増加

年齢階級別転入・転出者差引数（平成30年）と対応の方向性

－799

－1,149

転
出
超
過
を

抑
制

❸豊かな山梨の創造
　（産業の創出・強化）
　（「活躍」と「ゆとり」の
　ライフスタイルの創出）

❷教育・子育て環境
　の充実

❶女性活躍の推進
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超長期的に見た総人口の推移

総人口（目指すべき姿） 総人口（現状のまま推移した場合）

834,930

690,990

641,934
590,160

469,150

■本県の総人口は2000（平成12）年の89万人台をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年1月現在、約81万人となっています。
■県内出生数は減少傾向で、少子高齢化が進行しています。今の傾向が続いた場合、総人口は2040年に64万2千人、
2060年に46万9千人に減少し、かつ、世代間の人口バランスは悪化していくと見込まれます。

総合計画の策定に当たっては、山梨県の将来像など若手県職員の意見を参考にしています。
また、「2040年への手紙～山梨県総合計画の目指す未来～」を作成し、2040年の山梨の姿をマンガで分かりやすく描いています。
詳しくは県ホームページをご覧ください！

ポイント

1

人口の未来を変える
ための方向性

ポイント

2

ポイント

3

❺❺

（％）

「平成29年県民意識調査」

性格
期間

長崎知事ら幹部と若手県職員との意見交換

（人）

（年）
2015 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 2120

2040年の山梨が目指すべき姿基本理念
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2100年以降
約50万人で安定

2060年における人口ピラミッド改善のシミュレーション
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人口の将来展望（人口ビジョン）

「住民基本台帳人口移動報告（平成30年）」総務省
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若年世代の厚みが増し
バランスの良い
長方形型へ



　総合計画には、本県の将来像が設定された2040年と、さらにその先の未来に向けて、人口の規模
や動きを展望した「人口ビジョン」を掲げています。

1011 ふれあい

山
梨
県
総
合
計
画

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して

人口の現状

人口の将来展望

県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし
産業の高付加価値化により魅力的な仕事が増加

一人ひとりが多様な個性や能力を発揮

誰もが生涯を通じて職場や地域で活躍

持続可能な社会の中で健康寿命が延伸

産業や生活を支え、守る基盤を整備

価値を生み出す産業

一人ひとりの可能性を広げる教育

多様性が強みとなる共生社会

将来に向け持続可能で安心できる生活

快適な生活空間

❶❶
❷❷
❸❸
❹❹

あらゆる県計画の上位に位置する、新たな県政運営の基本指針

2019（令和元）年度から2022（令和4）年度までの４年間

県民が持つ「豊かさ」のイメージ 
全体 男性 女性 18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上
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心身の健康
時間的なゆとり
快適な居住環境
収入や資産が多い
恵まれた人間関係
恵まれた自然

注目
　本
県
が
目
指
す
姿
を
県
民
の
皆
さ
ま
と
共
有
す
る
た
め
、
ま
た
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
県
の
取
り
組
み
の
設
計
図
と
な
る
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
を
基
に
、
誰
も
が
輝
け
る
場
所
、
幸
せ
に
な
れ
る
場
所
と
な

る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
抱
く
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
山
梨
、も
っ
と
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
山
梨
を
つ
く
り
ま
す
。

2040年の将来像をマンガで紹介！

　県民一人ひとりにとっての豊かさも多様化し、また、それぞれのライフステージによっても変化していくと考えられます。
　日本全体として人口減少が見込まれ、戦後の高度成長期のような急激な経済成長は見込みづらい中で、県民一人ひと
りが考える個性ある豊かさを実感するためには、県全体として経済、社会、環境、それぞれの豊かさを維持・拡大させなが
ら、県民一人ひとりの生活の質を向上させていくことが必要となります。

■就職期の若者（特に女性）が大きく転出超過となって
いること、子育て世代も転出超過でＵ・Ｉターンの動き
が弱いこと、そして、こうした社会減が自然減に拍車を
かける人口減少のスパイラル（悪循環）が生じているこ
とが問題となっています。
■対応の方向性として、①女性活躍の推進②教育・子育
て環境の充実③経済の底上げによる豊かな山梨の創
造の３つを掲げました。

■当面の人口減少は避けられないとしても、総合計画に
基づく的確な対策によって減少の程度を緩和し、世代
間でバランスのとれた持続可能な人口構成へ向かわ
せることが可能になります。
《将来展望のポイント》
●人口減少ペースは緩やかに
　（2040年：69万1千人、2060年：59万人）
●生まれる子どもの数が減らない社会に
●超長期的に、人口減少は止まる
　（2100年以降：総人口は約50万人を維持）

200
（人） 男性 女性
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❸豊かな山梨の創造
　（産業の創出・強化）
　（「活躍」と「ゆとり」の
　ライフスタイルの創出）

❷教育・子育て環境
　の充実

❶女性活躍の推進
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超長期的に見た総人口の推移
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834,930

690,990

641,934
590,160

469,150

■本県の総人口は2000（平成12）年の89万人台をピークとして減少に転じ、2020（令和2）年1月現在、約81万人となっています。
■県内出生数は減少傾向で、少子高齢化が進行しています。今の傾向が続いた場合、総人口は2040年に64万2千人、
2060年に46万9千人に減少し、かつ、世代間の人口バランスは悪化していくと見込まれます。

総合計画の策定に当たっては、山梨県の将来像など若手県職員の意見を参考にしています。
また、「2040年への手紙～山梨県総合計画の目指す未来～」を作成し、2040年の山梨の姿をマンガで分かりやすく描いています。
詳しくは県ホームページをご覧ください！

ポイント

1

人口の未来を変える
ための方向性

ポイント

2

ポイント

3

❺❺

（％）

「平成29年県民意識調査」

性格
期間

長崎知事ら幹部と若手県職員との意見交換

（人）

（年）
2015 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 2110 2120

2040年の山梨が目指すべき姿基本理念
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2100年以降
約50万人で安定

2060年における人口ピラミッド改善のシミュレーション
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「住民基本台帳人口移動報告（平成30年）」総務省
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若年世代の厚みが増し
バランスの良い
長方形型へ



　総合計画では、取り組みの方向性である5つの「戦略」の下に、その戦略のねらいを実現するための
１７の「政策」を掲げ、効果的・効率的にさまざまな施策や事業を推進していきます。

1213 ふれあい

1戦略

2戦略

3戦略

4戦略

5戦略

●県民の皆さまはもちろん、市町村、関係団体、民間企業、NPO、
　教育・研究機関などの多様な主体とのパートナーシップを重視

●「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を実現すると
　いう目標を共有

●多様な主体との連携・協働により施策・事業を推進

【政策1】　やまなしを牽引する産業の育成
【政策2】　観光産業の振興
【政策3】　農業の成長産業化

【政策1】　一人ひとりの個性を生かした教育の推進
【政策2】　産業を支える人材の育成・確保
【政策3】　文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

　子育て支援の充実や働き方改革の推進、就業環境の整備などを進めることによ
り、年齢、性別、障害や疾病の有無、国籍、家庭の事情などに関わらず、誰もが生涯
を通じて、その人らしく働き、地域で活躍することができる環境づくりを進めます。

　日本一の水準にある健康寿命の更なる延伸など、誰もが安心して暮らすことがで
きるよう、保健・医療・福祉の充実を図るとともに、自然環境の保全や地球温暖化対
策の推進など、持続可能な社会への転換を進めます。

【政策1】　誰もが個性や能力を発揮できる環境の整備
【政策2】　希望を叶える子育て支援等の充実
【政策3】　地域へのひとの流れの強化

　産業や生活の基盤となる交通インフラなどの整備を進めるとともに、防災・減災を
含めた災害時の対応の強化や、暮らしを支える生活環境やコミュニティの維持・活性
化の支援を図り、ハード・ソフト両面にわたり、産業や生活の基盤づくりを進めます。

【政策1】　産業・生活を支える交通インフラの充実
【政策2】　災害に強い強靱な県土づくり
【政策3】　良好な生活環境と地域を支えるコミュニティづくり

【政策4】　林業の成長産業化
【政策5】　地場産業や経済を
　　　　　循環させる産業の強化産業の振興による県内経済の活性化

攻めの「やまなし」
成長戦略

次代を担う人材の育成・確保

次世代「やまなし」
投資戦略

誰もが生涯を通じて活躍できる環境の整備

活躍「やまなし」
促進戦略

保健・医療・福祉の充実と持続可能な社会への転換

安心「やまなし」
充実戦略

産業や生活の基盤づくり

　快適「やまなし」
構築戦略

多様な主体とのパートナーシップ

基本理念実現のための5つの戦略

　子どもたち一人ひとりに向き合った、きめ細かで質の高い教育が受けられる環境
を実現させ、地域の産業との連携などによる産業人材の育成を進め、本県の次代を
担う人材の育成・確保を図るとともに、スポーツ・文化の振興を進めます。

山梨県総合計画 検索【問い合わせ先】 政策企画グループ　TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　機械電子産業の集積や果樹を中心とした農産物、豊かな森林、富士山をはじめと
した観光資源、リニア中央新幹線の開業など、本県の強みを生かして、県外や海外
の需要を積極的に取り込むとともに、ICTを活用した新しいサービスなど、時代に対
応した産業の振興を推進し、県内経済の活性化を図ります。

けん

きょうじん

【政策1】　健康・命を守る保健医療の確保
【政策2】　地域で安心して自分らしく暮らすことができる福祉の充実
【政策3】　環境と調和した持続可能な社会への転換

　「
県
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」の
実
現
に
向
け
、総
合
計
画
に
位
置
付
け
た
事
業

を
積
極
的
に
予
算
化
し
た
、令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
未
来
へ
の
投
資
と
し
て
、防
災・減
災
対
策
や
、教
育・子
育
て
環
境
の
充
実
に
関
す
る
事
業
を
中
心
に「
積
極
型

予
算
」を
編
成
す
る一方
、有
利
な
国
の
制
度
を
最
大
限
に
活
用
し
県
負
担
を
抑
制
す
る
な
ど
、財
政
の
健
全
性
の

確
保
に
も
努
め
た
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

1「検討段階」から「実行段階」へ
　令和元年度６月補正予算において、検討を行うための経費を計上した事業について、
着実に実行段階へ移行し、県民生活を向上させるための施策展開を本格化させます。

令
和
２
年
度
予
算
が
成
立

「
県
民
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
さ
」の
実
現
に
向
け「
実
行
段
階
」に
移
行
！

予算のポイント

令和2年度一般会計当初予算額

2令和元年度に引き続き、積極型予算を編成
　予算総額4,577億円から、人件費や公債費
などの義務的な経費を除いた政策的経費は
2,581億円、また、新規事業数は114事業です。
いずれもこの１０年間で令和元年度に次ぐ２番
目の規模となりました。

3財政の健全性・持続可能性を確保
　県債の発行総額を抑制するとともに、有利な
国制度（地方交付税措置）を可能な限り取り
込み、実質的な県負担の軽減を図っています。
また、中部横断自動車道に係る地方交付税措
置額の増などにより、当初予算段階における財
源対策のための基金の取り崩し額は、前年度
より１５億円減少しました。

県債（臨財債を除く）の予算額と地方交付税措置

R1.6 R2
0

2,500

2,000

3,000
政策的経費

2,501
2,736

2,581

（億円）

H28～H30（平均）

H23～H30（平均）

R1.6

25％
27％

34％

R2
0

200
100

300
400
500

（億円）

387 498

134

405

13998

歳入総額
4,577億円

地方交付税
1,314億円
　28.7%

県 税
918億円
20.1%

県 債
560億円
12.3%

諸収入
446億円
9.7%

国庫支出金
534億円
11.7%

その他収入
805億円
17.5%

歳出総額
4,577億円

教育費
904億円
19.7%

その他支出
66億円 
1.4%

公債費
754億円
16.5%

土木費
717億円
15.7%

民生費
573億円
12.5%

農林水産業費
  242億円
5.3%

商工費
257億円
5.6%

警察費
238億円
5.2%

衛生費
168億円
3.7%

総務費
317億円
6.9%
諸支出費
341億円
7.5%

地方交付税措置率県債予算額
地方交付税措置額
※翌年度以降に国から財政的な手当がされるもの

民間
企業

教育・
研究機関

NPO

市町村関係
団体

県

県民

「県民一人ひとりが
豊かさを実感できる
やまなし」の実現

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して



　総合計画では、取り組みの方向性である5つの「戦略」の下に、その戦略のねらいを実現するための
１７の「政策」を掲げ、効果的・効率的にさまざまな施策や事業を推進していきます。

1213 ふれあい

1戦略

2戦略

3戦略

4戦略

5戦略

●県民の皆さまはもちろん、市町村、関係団体、民間企業、NPO、
　教育・研究機関などの多様な主体とのパートナーシップを重視

●「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を実現すると
　いう目標を共有

●多様な主体との連携・協働により施策・事業を推進

【政策1】　やまなしを牽引する産業の育成
【政策2】　観光産業の振興
【政策3】　農業の成長産業化

【政策1】　一人ひとりの個性を生かした教育の推進
【政策2】　産業を支える人材の育成・確保
【政策3】　文化芸術やスポーツの振興による可能性の発揮

　子育て支援の充実や働き方改革の推進、就業環境の整備などを進めることによ
り、年齢、性別、障害や疾病の有無、国籍、家庭の事情などに関わらず、誰もが生涯
を通じて、その人らしく働き、地域で活躍することができる環境づくりを進めます。

　日本一の水準にある健康寿命の更なる延伸など、誰もが安心して暮らすことがで
きるよう、保健・医療・福祉の充実を図るとともに、自然環境の保全や地球温暖化対
策の推進など、持続可能な社会への転換を進めます。

【政策1】　誰もが個性や能力を発揮できる環境の整備
【政策2】　希望を叶える子育て支援等の充実
【政策3】　地域へのひとの流れの強化

　産業や生活の基盤となる交通インフラなどの整備を進めるとともに、防災・減災を
含めた災害時の対応の強化や、暮らしを支える生活環境やコミュニティの維持・活性
化の支援を図り、ハード・ソフト両面にわたり、産業や生活の基盤づくりを進めます。

【政策1】　産業・生活を支える交通インフラの充実
【政策2】　災害に強い強靱な県土づくり
【政策3】　良好な生活環境と地域を支えるコミュニティづくり

【政策4】　林業の成長産業化
【政策5】　地場産業や経済を
　　　　　循環させる産業の強化産業の振興による県内経済の活性化

攻めの「やまなし」
成長戦略

次代を担う人材の育成・確保

次世代「やまなし」
投資戦略

誰もが生涯を通じて活躍できる環境の整備

活躍「やまなし」
促進戦略

保健・医療・福祉の充実と持続可能な社会への転換

安心「やまなし」
充実戦略

産業や生活の基盤づくり

　快適「やまなし」
構築戦略

多様な主体とのパートナーシップ

基本理念実現のための5つの戦略

　子どもたち一人ひとりに向き合った、きめ細かで質の高い教育が受けられる環境
を実現させ、地域の産業との連携などによる産業人材の育成を進め、本県の次代を
担う人材の育成・確保を図るとともに、スポーツ・文化の振興を進めます。

山梨県総合計画 検索【問い合わせ先】 政策企画グループ　TEL 055-223-1553  FAX 055-223-1776

　機械電子産業の集積や果樹を中心とした農産物、豊かな森林、富士山をはじめと
した観光資源、リニア中央新幹線の開業など、本県の強みを生かして、県外や海外
の需要を積極的に取り込むとともに、ICTを活用した新しいサービスなど、時代に対
応した産業の振興を推進し、県内経済の活性化を図ります。

けん

きょうじん

【政策1】　健康・命を守る保健医療の確保
【政策2】　地域で安心して自分らしく暮らすことができる福祉の充実
【政策3】　環境と調和した持続可能な社会への転換

　「
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民
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人
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と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
や
ま
な
し
」の
実
現
に
向
け
、総
合
計
画
に
位
置
付
け
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業

を
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極
的
に
予
算
化
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た
、令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
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立
し
ま
し
た
。

　
未
来
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の
投
資
と
し
て
、防
災・減
災
対
策
や
、教
育・子
育
て
環
境
の
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実
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業
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中
心
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極
型

予
算
」を
編
成
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利
な
国
の
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し
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担
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抑
制
す
る
な
ど
、財
政
の
健
全
性
の

確
保
に
も
努
め
た
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

1「検討段階」から「実行段階」へ
　令和元年度６月補正予算において、検討を行うための経費を計上した事業について、
着実に実行段階へ移行し、県民生活を向上させるための施策展開を本格化させます。
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度
予
算
が
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！

予算のポイント

令和2年度一般会計当初予算額

2令和元年度に引き続き、積極型予算を編成
　予算総額4,577億円から、人件費や公債費
などの義務的な経費を除いた政策的経費は
2,581億円、また、新規事業数は114事業です。
いずれもこの１０年間で令和元年度に次ぐ２番
目の規模となりました。

3財政の健全性・持続可能性を確保
　県債の発行総額を抑制するとともに、有利な
国制度（地方交付税措置）を可能な限り取り
込み、実質的な県負担の軽減を図っています。
また、中部横断自動車道に係る地方交付税措
置額の増などにより、当初予算段階における財
源対策のための基金の取り崩し額は、前年度
より１５億円減少しました。
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山梨　予算 検索【問い合わせ先】 財政課　TEL 055-223-1382  FAX 055-223-1385

1415 ふれあい

令和2年度当初予算の主要事業

次世代「やまなし」投資戦略

外国人材の受け入れや外国人が安心
して働き活躍できる地域づくりを推進

女性が活躍できる職場環境づくりを推進

2

攻めの「やまなし」成長戦略1戦略

活躍「やまなし」促進戦略3戦略

戦略

東京オリンピック・パラリンピック総合推進事業費　4,548万円
　機運の醸成や自転車競技ロードレースの開催準備などを推進。

リニアやまなしビジョン推進事業費　     1,246万円
　「リニアやまなしビジョン」に基づき、最先端企業の誘致活動などを実施。

メディカル・デバイス・コリドー創生事業費   5,952万円
　医療機器関連産業の集積に向け、県内企業を支援する拠点の整備など。

やまなし水素・燃料電池バレー推進事業費   1,182万円
　水素・燃料電池関連産業の集積に向け、県内企業の機器開発や
　部材供給などを支援。

富士山噴石・落石対策検討事業費          1,382万円
　噴石や落石から身を守るシェルターなどの設置を検討。

山梨「ワイン県」ＰＲ事業費                     6,800万円
　県産ワインを中心とする魅力発信拠点として、「富士の国やまなし
　館」の再整備などを実施。

山梨県アイオワ州姉妹県州締結60周年記念事業費  650万円
山梨県四川省友好県省締結35周年記念事業費    2,025万円
　式典の開催や友好訪問団の相互派遣などを実施。

中東諸国インバウンド観光推進事業費　    540万円
　中東諸国に対し、山梨ＰＲ大使によるプロモーション活動を実施。

サイクル王国やまなし推進事業費　　　 4,148万円
　自転車走行環境向上のための道路標示の設置や、サイクリストの
　受入環境の整備など。

新品目チャレンジ栽培実証事業費             200万円
　意欲ある生産者と協働して実証栽培を実施。

農産物販路拡大支援事業費 4,709万円
　中国の輸出解禁やアジア地域での輸出拡大に向けたプロモー
　ション活動などを実施。

森林環境譲与税基金事業費     4,135万円
　市町村が行う森林経営管理計画の作成支援や、県産材の安定供
　給の実現に向けた流通体制の構築など。

やまなし地域活性化雇用創造プロジェクト    5,485万円
　県内企業の働き方改革や生産性の向上、求職者の就業などを支援。

ジュエリー職人ものづくり魅力創出事業費   621万円
　県内ジュエリー職人の作品を評価するコンクールや展覧会の開催など。

やまなし美食ブランド創造事業費              271万円
　県産食材を活用した付加価値の高い創作料理の提供などによる
　新たな食ブランドの確立に向けた取り組みを実施。

愛宕山こどもの国再整備事業費 2,362万円
　愛宕山こどもの国の再整備に向けた設計を実施。

特別支援学級指導体制強化事業費　      8,768万円
　公立小中学校における特別支援学級の編制を8人から7人に引  
　き下げ、指導体制を強化。

いじめ・不登校対策事業費　　　　2億2,570万円
　スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置、教育
　支援センターの開設など。

県立学校冷房設備設置費　                  1,399万円
県立学校トイレ洋式化事業費　         3億9,288万円
　児童生徒に快適な学習環境を提供するため、冷房設備の設置、 
　トイレの洋式化を実施。

やまなしあぐりゼミナール設置事業費補助金　 744万円
　県農業振興公社が行う就農研修の実施に助成。

女性活躍応援プロジェクト事業費　           437万円
　女性が活躍できる職場環境づくりに向けた企業の取り組みを支援。

就職氷河期世代支援事業費　　　　　 2,500万円
　県内企業が行う就職氷河期世代の雇用の確保・定着を図るため
　の取り組みを支援。

子どもの死因究明体制構築事業費　　　629万円
　子どもの死亡事例検証制度の開始を見据え、予防可能な子ども
　の死亡を減らすための体制を構築。

結婚・妊活応援事業費                           300万円
　晩婚化・晩産化の改善に向けたセミナーを開催。

幼児教育センター事業費                        360万円
　山梨大学と連携し、幼児の小学校生活へのスムーズな移行を支
　援するためのプログラムの策定や研修会などを実施。

地域医療介護総合確保基金事業費(医療) 6億1,986万円
地域医療介護総合確保基金事業費(介護) 13億4,576万円
　効率的かつ質の高い医療提供体制と地域の包括的な介護支援・
　サービス提供体制を構築するための事業を実施。

がん対策強化事業費                          1,553万円
　がん検診受診率の向上、がん患者への支援などの取り組みを実施。

障害者交流活動推進事業費                    258万円
　共生社会の実現に向け、健常者と障害者が交流する機会を創出。
自殺対策総合事業費                          6,562万円
　「こころの健康相談統一ダイヤル」の24時間化の実施など。
子どもの貧困対策推進事業費                 588万円
　子ども食堂などを開設するための設備整備への助成など。

児童養護施設退所者等自立サポート事業費  1,215万円
　生活の安定や自立の促進に向けた相談支援などを実施。

子ども心理治療センターうぐいすの杜運営費   2,526万円
　社会生活への適応が困難となった子どもに心理治療や生活指導
　を実施。

快適「やまなし」構築戦略5戦略

公共施設等適正管理推進事業費    26億8,641万円
　公共施設の長寿命化改修工事などを実施。

富士山火山防災対策推進事業費           1,012万円
　避難行動計画に基づく訓練の実施・検証など。

洪水に備えた市町村広域避難支援事業費    21万円
　市町村が行う広域避難計画の策定を支援。

避難所非常用電源整備促進事業費補助金  1,500万円
　孤立可能性の高い避難所への非常用発電機などの整備に助成。

災害時電力供給体制検討事業費                11万円
　電力会社などと連携し、災害時の電力確保対策について検討。

災害時外国人観光客等支援体制強化事業費     780万円
　災害時の外国人観光客などに対する多言語での情報提供体制を強化。

外国人材受入・共生推進費                   4,262万円
　適正な労働環境の整備に向けた協議会の設置や、外国人労働者
　に日本語教育を行う県内企業への支援など。

外国人児童生徒等支援事業費補助金        304万円
　日本語指導を行う教員の配置体制の整備や指導力向上のため 
　の取り組みに助成。

専門高校生資格取得サポート事業費　　　451万円
　経済的に余裕のない世帯の専門高校生の資格・検定試験に係る
　費用負担を軽減する給付金を支給。

メディア芸術振興事業費　　　　　　　1,397万円
　国内外から公募するメディア芸術作品のコンテストなどを実施。

全国スポーツ少年団交流大会等参加支援事業費補助金　80万円
　経済的に余裕のない世帯の子どもの全国大会への参加を支援。

中東諸国などに対して本県へのインバウンド観光をアピール 知事を先頭に「ワイン県」をPR

就農研修などを通じて就農者を支援 専門高校生の資格取得を支援するなど
人材の育成・確保を促進

安心「やまなし」充実戦略4戦略

災害発生時などに災害対策本部を設置

豊かな水と森を活用した「育水」やまなし推進事業費   1,686万円
　本県の良質な水のブランド力向上を図るためのプロモーション活
　動や、企業と連携した水源涵養のための調査研究を実施。

マイクロプラスチック等発生抑制対策事業費  745万円
　河川を通じた海洋環境の保全を図るためのワークショップなどを実施。

特定鳥獣適正管理費                     1億9,495万円
　捕獲困難地域での捕獲方法の検討、ツキノワグマの生息数調
　査、東京都と連携したニホンジカの管理捕獲など。

太陽光発電設備適正管理等強化事業費     358万円
　太陽光発電設備の適正導入や適切な維持管理の強化に向けた
　相談会などを実施。

空き家対策総合事業費                       1,550万円
　所有者を特定するための調査、倒壊の危険性が高い空き家の
　除去などに助成。

防災・減災、国土強靱化等を推進する
公共事業費・県単独公共事業費　138億5,952万円
　国の「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に対応
　した公共事業などを実施。

共生社会の実現に向け、さまざまな交流
事業を実施

特定鳥獣の適正な管理を推進

きょうじん

かんよう

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して
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令和2年度当初予算の主要事業

次世代「やまなし」投資戦略

外国人材の受け入れや外国人が安心
して働き活躍できる地域づくりを推進

女性が活躍できる職場環境づくりを推進

2

攻めの「やまなし」成長戦略1戦略

活躍「やまなし」促進戦略3戦略

戦略

東京オリンピック・パラリンピック総合推進事業費　4,548万円
　機運の醸成や自転車競技ロードレースの開催準備などを推進。

リニアやまなしビジョン推進事業費　     1,246万円
　「リニアやまなしビジョン」に基づき、最先端企業の誘致活動などを実施。

メディカル・デバイス・コリドー創生事業費   5,952万円
　医療機器関連産業の集積に向け、県内企業を支援する拠点の整備など。

やまなし水素・燃料電池バレー推進事業費   1,182万円
　水素・燃料電池関連産業の集積に向け、県内企業の機器開発や
　部材供給などを支援。

富士山噴石・落石対策検討事業費          1,382万円
　噴石や落石から身を守るシェルターなどの設置を検討。

山梨「ワイン県」ＰＲ事業費                     6,800万円
　県産ワインを中心とする魅力発信拠点として、「富士の国やまなし
　館」の再整備などを実施。

山梨県アイオワ州姉妹県州締結60周年記念事業費  650万円
山梨県四川省友好県省締結35周年記念事業費    2,025万円
　式典の開催や友好訪問団の相互派遣などを実施。

中東諸国インバウンド観光推進事業費　    540万円
　中東諸国に対し、山梨ＰＲ大使によるプロモーション活動を実施。

サイクル王国やまなし推進事業費　　　 4,148万円
　自転車走行環境向上のための道路標示の設置や、サイクリストの
　受入環境の整備など。

新品目チャレンジ栽培実証事業費             200万円
　意欲ある生産者と協働して実証栽培を実施。

農産物販路拡大支援事業費 4,709万円
　中国の輸出解禁やアジア地域での輸出拡大に向けたプロモー
　ション活動などを実施。

森林環境譲与税基金事業費     4,135万円
　市町村が行う森林経営管理計画の作成支援や、県産材の安定供
　給の実現に向けた流通体制の構築など。

やまなし地域活性化雇用創造プロジェクト    5,485万円
　県内企業の働き方改革や生産性の向上、求職者の就業などを支援。

ジュエリー職人ものづくり魅力創出事業費   621万円
　県内ジュエリー職人の作品を評価するコンクールや展覧会の開催など。

やまなし美食ブランド創造事業費              271万円
　県産食材を活用した付加価値の高い創作料理の提供などによる
　新たな食ブランドの確立に向けた取り組みを実施。

愛宕山こどもの国再整備事業費 2,362万円
　愛宕山こどもの国の再整備に向けた設計を実施。

特別支援学級指導体制強化事業費　      8,768万円
　公立小中学校における特別支援学級の編制を8人から7人に引  
　き下げ、指導体制を強化。

いじめ・不登校対策事業費　　　　2億2,570万円
　スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置、教育
　支援センターの開設など。

県立学校冷房設備設置費　                  1,399万円
県立学校トイレ洋式化事業費　         3億9,288万円
　児童生徒に快適な学習環境を提供するため、冷房設備の設置、 
　トイレの洋式化を実施。

やまなしあぐりゼミナール設置事業費補助金　 744万円
　県農業振興公社が行う就農研修の実施に助成。

女性活躍応援プロジェクト事業費　           437万円
　女性が活躍できる職場環境づくりに向けた企業の取り組みを支援。

就職氷河期世代支援事業費　　　　　 2,500万円
　県内企業が行う就職氷河期世代の雇用の確保・定着を図るため
　の取り組みを支援。

子どもの死因究明体制構築事業費　　　629万円
　子どもの死亡事例検証制度の開始を見据え、予防可能な子ども
　の死亡を減らすための体制を構築。

結婚・妊活応援事業費                           300万円
　晩婚化・晩産化の改善に向けたセミナーを開催。

幼児教育センター事業費                        360万円
　山梨大学と連携し、幼児の小学校生活へのスムーズな移行を支
　援するためのプログラムの策定や研修会などを実施。

地域医療介護総合確保基金事業費(医療) 6億1,986万円
地域医療介護総合確保基金事業費(介護) 13億4,576万円
　効率的かつ質の高い医療提供体制と地域の包括的な介護支援・
　サービス提供体制を構築するための事業を実施。

がん対策強化事業費                          1,553万円
　がん検診受診率の向上、がん患者への支援などの取り組みを実施。

障害者交流活動推進事業費                    258万円
　共生社会の実現に向け、健常者と障害者が交流する機会を創出。
自殺対策総合事業費                          6,562万円
　「こころの健康相談統一ダイヤル」の24時間化の実施など。
子どもの貧困対策推進事業費                 588万円
　子ども食堂などを開設するための設備整備への助成など。

児童養護施設退所者等自立サポート事業費  1,215万円
　生活の安定や自立の促進に向けた相談支援などを実施。

子ども心理治療センターうぐいすの杜運営費   2,526万円
　社会生活への適応が困難となった子どもに心理治療や生活指導
　を実施。

快適「やまなし」構築戦略5戦略

公共施設等適正管理推進事業費    26億8,641万円
　公共施設の長寿命化改修工事などを実施。

富士山火山防災対策推進事業費           1,012万円
　避難行動計画に基づく訓練の実施・検証など。

洪水に備えた市町村広域避難支援事業費    21万円
　市町村が行う広域避難計画の策定を支援。

避難所非常用電源整備促進事業費補助金  1,500万円
　孤立可能性の高い避難所への非常用発電機などの整備に助成。

災害時電力供給体制検討事業費                11万円
　電力会社などと連携し、災害時の電力確保対策について検討。

災害時外国人観光客等支援体制強化事業費     780万円
　災害時の外国人観光客などに対する多言語での情報提供体制を強化。

外国人材受入・共生推進費                   4,262万円
　適正な労働環境の整備に向けた協議会の設置や、外国人労働者
　に日本語教育を行う県内企業への支援など。

外国人児童生徒等支援事業費補助金        304万円
　日本語指導を行う教員の配置体制の整備や指導力向上のため 
　の取り組みに助成。

専門高校生資格取得サポート事業費　　　451万円
　経済的に余裕のない世帯の専門高校生の資格・検定試験に係る
　費用負担を軽減する給付金を支給。

メディア芸術振興事業費　　　　　　　1,397万円
　国内外から公募するメディア芸術作品のコンテストなどを実施。

全国スポーツ少年団交流大会等参加支援事業費補助金　80万円
　経済的に余裕のない世帯の子どもの全国大会への参加を支援。

中東諸国などに対して本県へのインバウンド観光をアピール 知事を先頭に「ワイン県」をPR

就農研修などを通じて就農者を支援 専門高校生の資格取得を支援するなど
人材の育成・確保を促進

安心「やまなし」充実戦略4戦略

災害発生時などに災害対策本部を設置

豊かな水と森を活用した「育水」やまなし推進事業費   1,686万円
　本県の良質な水のブランド力向上を図るためのプロモーション活
　動や、企業と連携した水源涵養のための調査研究を実施。

マイクロプラスチック等発生抑制対策事業費  745万円
　河川を通じた海洋環境の保全を図るためのワークショップなどを実施。

特定鳥獣適正管理費                     1億9,495万円
　捕獲困難地域での捕獲方法の検討、ツキノワグマの生息数調
　査、東京都と連携したニホンジカの管理捕獲など。

太陽光発電設備適正管理等強化事業費     358万円
　太陽光発電設備の適正導入や適切な維持管理の強化に向けた
　相談会などを実施。

空き家対策総合事業費                       1,550万円
　所有者を特定するための調査、倒壊の危険性が高い空き家の
　除去などに助成。

防災・減災、国土強靱化等を推進する
公共事業費・県単独公共事業費　138億5,952万円
　国の「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」に対応
　した公共事業などを実施。

共生社会の実現に向け、さまざまな交流
事業を実施

特定鳥獣の適正な管理を推進

きょうじん

かんよう

「県民一人ひとりが豊かさを実感できるやまなし」を目指して



「やまびこ支援学校」が新校舎へ移転

　
開
放
感
が
あ
り
、光
溢
れ
る
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舎
は
、児
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が
使
用
す
る
建
物
部
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平
屋
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て
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フ
リ
ー
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し
、車
い
す
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も
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し
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す
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・
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整
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ま
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た
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も
り
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し
て
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い
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れ
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観
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色

合
い
を
採
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し
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周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
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か
れ
た
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校
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指
し
、生
徒

と
地
域
住
民
が
触
れ
合
う「
喫
茶
室
」と
し

て
も
活
用
す
る
演
習
室
を
玄
関
付
近
に
配

置
す
る
ほ
か
、体
育
館
に
は
外
部
用
玄
関
を

設
け
て
開
放
的
な
設
計
に
す
る
な
ど
、地
域

住
民
と
交
流
し
や
す
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
中
庭
、陶

芸
や
木
工
、機
織
り
な
ど
が
で
き
る
特
別
教

室
棟
に
加
え
、障
害
の
改
善
を
図
る
自
立
活

動
の
指
導
を
行
う
感
覚
訓
練
室
や
上
下
肢

訓
練
室
な
ど
も
設
け
、児
童
生
徒
の
積
極

的
な
学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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小林 勝校長

　
旧
校
舎
は
傾
斜
地
に
あ
り
、車
い
す
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
学
校
内
の
移
動

に
も
大
き
な
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。ま

た
、敷
地
の一
部
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
地
理
的
な
危

険
も
伴
い
、施
設
全
体
の
老
朽
化
も
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
校
舎
へ
の
移
転
は
、保
護
者
や

学
校
関
係
者
の
願
い
で
し
た
。

　
移
転
に
当
た
って
は
、地
域
の
皆
さ
ん
と

早
く
打
ち
解
け
る
よ
う
に
、保
護
者
ら
が

地
域
の
清
掃
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
も
清
掃
活
動
や
公
園
整
備
、

ま
た
自
分
た
ち
で
作
っ
た
野
菜
や
陶
芸
品

を
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
な
ど
し

て
き
ま
し
た
。地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
温

か
い
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、子
ど
も

た
ち
も
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
３
学
期
か
ら
新
校
舎
に
登
校
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、真
新
し
い
校
舎
と
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
に
驚
き
な
が
ら
、笑
顔
で
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
の「
か
が
や
く
笑
顔
」を

大
切
に
、一
人
一
人
の
発
達
段
階
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
教
育
を
実
践
し
て
い
く

と
同
時
に
、地

域
に
開
か
れ
た

学
校
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん

に「
や
ま
び
こ

支
援
学
校
が
来

て
く
れ
て
良
か
っ

た
」と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
学
校

づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

「
や
ま
び
こ
支
援
学
校
」が
新
校
舎
へ
移
転

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
を
目
指
す

検索やまびこ支援学校
上下肢訓練室

地域交流にも活用する演習室

大月市猿橋町桂台3-31-1　
TEL 0554-23-1943　
FAX 0554-23-1946

校歌をイメージして子どもが描いた絵を基に作られた食堂の壁面

外部用玄関を設けた体育館は、安室さんのお気に入り校舎から外に出ずに移動できる寄宿舎

県立やまびこ支援学校

　県
東
部
地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
に
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
は
、
旧
校
舎
の
施
設

の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
、
移
転
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
1
月
20
日
に
は
新
校
舎

開
舎
式
と
3
学
期
の
始
業
式
を
行
い
、
小
学
部
か
ら
高
等
部
ま
で
の
児
童
生
徒
が

新
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
笑
顔
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

地域住民との触れ合いを大切にし、地域のフリーマーケット「桂台
マルシェ」に参加

　新しい校舎に初めて登校した日は、
児童生徒みんながきれいな校舎を見て
本当に驚き、喜びました。実際に学校
生活が始まってからは、バリアフリーで
学校全体がつながるような構造の便
利さや快適さ、そして設備の充実を実
感しています。また、僕は電車で通学し
ていますが、猿橋駅から高台にある桂
台までは直通のエレベーターが通って
いるので、とても便利でうれしいです。
　旧校舎では地域の高齢者施設の皆さんとの交流が多く、その触れ合い
の中で多くのことを学ばせていただきました。その経験から、後輩たちには、
地域の皆さんとの交流を大切にし、社会に貢献し役立つことで、意欲と自
信を持ち、いつも笑顔で学校生活を送ってもらいたいと思います。
　僕はこの春から社会人としての第一歩を踏み出しますが、僕たちの夢と
希望が詰まったシンボルタワーの鐘の音や、この学校での学びを忘れずに
一生懸命働いて、家族を支えられる存在になりたいと思っています。

　開校当初、この学校は知的障害
のある子どもだけを受け入れていた
養護学校でした。特別支援学校と
なり、体が不自由なお子さんも通う
ようになってからは、傾斜地にあり段
差が多い旧校舎は、児童生徒の障
害の実態に合わないものになって
いました。そこでPTAでも学校と相
談をしながら、県の教育委員会に対
して、移転を行い、移動に負担の少
ないバリアフリーの学校にするよう要望してきました。
　新しい校舎は玄関前にスクールバスが横付けでき、雨に濡れることなく
車いすの子どもたちが乗り降りできるようになりました。また校舎から外に
出ずに体育館やプール、寄宿舎につながる設計で、各教室の移動も楽
になりました。立地、建物共に安全性が高まり、災害など万一の場合につ
いての安心感もあります。今後は桂台地域の皆さんとの交流を深めなが
ら、開かれた学校であってほしいと願っています。

土屋 正仁さん
安
全
・
安
心
な
環
境
で

地
域
と
つ
な
が
る
新
校
舎

地域に貢献し、役立つことが意欲と自信につながる

安室 怜臣さん
児童生徒会会長
 

地域に開かれる学校になってほしい
PTA会長
 

子
ど
も
た
ち
の「
か
が
や
く
笑
顔
」と
共
に



「やまびこ支援学校」が新校舎へ移転

　
開
放
感
が
あ
り
、光
溢
れ
る
校
舎
は
、児

童
生
徒
が
使
用
す
る
建
物
部
分
を
平
屋
建

て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
、車
い
す
で
も
移
動

し
や
す
い
安
全
・
安
心
な
環
境
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。一
部
に
県
産
材
を
使
っ
た
木
造
建

築
の
校
舎
内
は
、木
の
香
り
や
温
も
り
、そ

し
て
潤
い
が
感
じ
ら
れ
、外
観
は
自
然
な
色

合
い
を
採
用
し
て
周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、開
か
れ
た
学
校
を
目
指
し
、生
徒

と
地
域
住
民
が
触
れ
合
う「
喫
茶
室
」と
し

て
も
活
用
す
る
演
習
室
を
玄
関
付
近
に
配

置
す
る
ほ
か
、体
育
館
に
は
外
部
用
玄
関
を

設
け
て
開
放
的
な
設
計
に
す
る
な
ど
、地
域

住
民
と
交
流
し
や
す
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。安
心
し
て
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
中
庭
、陶

芸
や
木
工
、機
織
り
な
ど
が
で
き
る
特
別
教

室
棟
に
加
え
、障
害
の
改
善
を
図
る
自
立
活

動
の
指
導
を
行
う
感
覚
訓
練
室
や
上
下
肢

訓
練
室
な
ど
も
設
け
、児
童
生
徒
の
積
極

的
な
学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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旧
校
舎
は
傾
斜
地
に
あ
り
、車
い
す
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
学
校
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の
移
動
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大
き
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負
担
が
あ
り
ま
し
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。ま

た
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部
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土
砂
災
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特
別
警
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区
域
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指
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れ
る
な
ど
地
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危
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伴
い
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設
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の
老
朽
化
も
進
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
、安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
校
舎
へ
の
移
転
は
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護
者
や

学
校
関
係
者
の
願
い
で
し
た
。
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域
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と
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け
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よ
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護
者
ら
が

地
域
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清
掃
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
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子
ど
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た
ち
も
清
掃
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や
公
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整
備
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ま
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や
陶
芸
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地
域
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イ
ベ
ン
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販
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な
ど
し

て
き
ま
し
た
。地
域
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皆
さ
ん
か
ら
も
温

か
い
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
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ど
も

た
ち
も
喜
び
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感
じ
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ま
す
。
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人
々
の
多
様
な
日
常
を

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え
た
い

　
子
育
て
を
し
な
が
ら
県
内
の
雑
誌
社
で
働
い

て
い
た
堀
内
麻
実
さ
ん
。責
任
の
重
い
立
場
に
な

る
に
従
っ
て
、家
庭
に
掛
け
ら
れ
る
時
間
が
減
っ
て

く
る
と「
好
き
で
続
け
て
き
た
仕
事
だ
か
ら
こ

そ
、仕
事
と
家
庭
の
両
方
を
よ
り
充
実
さ
せ
た

い
」と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。「
小
さ

く
て
も
い
い
か
ら
、家
庭
の
あ
る
女
性
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
環
境
を
自
分
で
つ
く
ろ
う
」と
思
い
、

平
成
30
年
、女
性
だ
け
で
チ
ラ
シ
や
冊
子
の
デ

ザ
イ
ン
編
集
を
行
う「
a
n
l
i
b（
ア
ン
リ
ヴ
）

株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
へ
の
取
材

や
、障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
持
つ
母
親
と
話

を
す
る
機
会
を
通
し
て「
年
齢
や
性
別
、そ
の
人

の
背
景
や
、障
害
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、日

常
の
暮
ら
し
を
発
信
し
た
い
。そ
れ
が
お
互
い
を

認
め
合
い
、自
立
し
た
一
人
と
し
て
生
活
し
て
い

け
る
社
会
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」と
思
い
、昨
年
５
月
、福
祉
の
視
点
か
ら

山
梨
を
伝
え
る
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン「
a
n
k
o

（
あ
ん
こ
）」を
創
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
雑
誌
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格

を
取
得
し
、手
に
取
り
や
す
く
分
か
り
や
す
い

誌
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
と
い
う
麻
実
さ

ん
。「
車
い
す
の
利
用
者
が
モ
デ
ルに
な
って
参
加
す

る『
車
い
す
！
で
山
梨
を
巡
る
！
』の
コ
ー
ナ
ー
は
、

普
段
な
か
な
か
足
を
運
べ
な
い
場
所
を
聞
い
て
、

一
緒
に
企
画
し
、一
日
か
け
て
取
材
し
て
い
ま
す
。

段
差
や
ト
イ
レ
な
ど
、車
い
す
で
生
活
し
て
い
る
人

の
視
点
で
気
付
く
不
便
さ
な
ど
は
勉
強
に
な
り

ま
す
。取
材
後
に
、車
い
す
の
レ
ン
タ
ル
を
始
め
た

り
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
修
繕
を
行
っ
た
り
し
た
施
設

も
あ
り
、自
分
た
ち
の
活
動
が
共
生
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。取
材

を
し
て
い
く
と
、ど
の
人
も
い
ろ
い
ろ
な
背
景
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
多
様
な
日
常
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。当
事
者
で
な
い
と
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
暮
ら
し
を
、読
者
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
紹
介
し
、橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
た
い
で

す
ね
」と
a
n
k
o
の
制
作
に
つい
て
語
り
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、年
齢
や
障
害
の
有
無
な
ど
を

越
え
た
方
々
が
集
ま
り
、交
流
を
深
め
る
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。「
今
後

も
a
n
k
o
の
発
行
や
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

通
じ
て
、福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
で
す

し
、ま
た
、福
祉
と
デ
ザ
イ
ン
の
連
動
の
可
能
性

を
感
じ
て
い
る
の
で
、障
害
の
あ
る
方
の
雇
用
に

つ
な
が
る
活
動
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。自
分

た
ち
の
活
動
が
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、自
信
を
持
っ

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
な
る
よ
う
、努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
る
麻
実
さ
ん
。そ
の

表
情
は
希
望
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
求
め

デ
ザ
イ
ン
会
社
を
設
立

堀
内 

麻
実
さ
ん

【シュン！】 や
ま
な
し
の

や
ま
な
し
の瞬

一瞬
を
大
切
に
き
ら
め
く 

や
ま
な
し
の
シ
ュ
ン
！

anlib株式会社 
甲府市貢川本町13-27 hana B　info@anlib.co.jp
ankoは年2回発行。設置先はお問い合わせください

連載「車いす！で山梨を巡る！」は、地域の情報だけでなく、モデル
の背景や好きなものを伝える、参加型の企画

a
n
k
o
を
通
し
て
伝
え
た
い

共
生
社
会
へ
の
思
い

ふれあい 1819

vol.

24

a
n
l
i
b
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長

「
a
n
k
o
」編
集
長

事務所はカジュアルで居心地の良い雰囲気を大切にしている。車いすの人も
気軽に入れるよう、可動式のスロープを準備

ankoの初イベント「Osajiでankoを食べる日」の様子。メモを取りながら参加者の
声に耳を傾ける麻実さん。問い合わせが多く、反響の多さを実感している
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な
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な
い
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５
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山
梨
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伝
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フ
リ
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マ
ガ
ジ
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a
n
k
o

（
あ
ん
こ
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創
刊
し
ま
し
た
。
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ウ
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え
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バ
ー
サ
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デ
ザ
イ
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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の
資
格
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。
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シ
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anlib株式会社 
甲府市貢川本町13-27 hana B　info@anlib.co.jp
ankoは年2回発行。設置先はお問い合わせください

連載「車いす！で山梨を巡る！」は、地域の情報だけでなく、モデル
の背景や好きなものを伝える、参加型の企画

a
n
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思
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a
n
l
i
b
株
式
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代
表
取
締
役
社
長

「
a
n
k
o
」編
集
長

事務所はカジュアルで居心地の良い雰囲気を大切にしている。車いすの人も
気軽に入れるよう、可動式のスロープを準備

ankoの初イベント「Osajiでankoを食べる日」の様子。メモを取りながら参加者の
声に耳を傾ける麻実さん。問い合わせが多く、反響の多さを実感している



〝県産ワイン×県産食材〟で山梨をＰＲ

山梨のワインと食の
ペアリングを楽しんでください

2021

ワ
イ
ン
県
の
知
事
・
副
知
事
が

新
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
Ｐ
Ｒ

ふれあい

　
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
招
い
た「
ワ
イ
ン
県
・
新
マ
リ

ア
ー
ジ
ュの
ス
ス
メ
」は
、昨
年「
ワ
イ
ン
県
副
知
事
」に

就
任
し
た
ソ
ム
リ
エ
の
田
崎
真
也
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
Y
│

w
i
n
e
」（
東
京
・日
本

橋
）を
会
場
に
開
催
。イ
ベ
ン
ト
で
は
、田
崎
さ
ん
、同

じ
く
ワ
イ
ン
県
副
知
事
を
務
め
る
本
県
出
身
の
作

家・林
真
理
子
さ
ん
、長
崎
知
事
の
３
人
が
、県
産
食

材
を
使
っ
た
新
作
料
理
と
県
産
ワ
イ
ン
の
組
み
合
わ

せ
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、「
ワ
イ
ン
県
」山
梨
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、「
甲
州
」「
マ
ス
カ
ッ
ト・ベ
ー
リ
ー
Ａ
」

「
甲
斐
ノ
ワ
ー
ル
」か
ら
造
ら
れ
た
４
種
類
の
ワ
イ
ン

と
、こ
れ
に
合
わ
せ
て
田
崎
さ
ん
が
考
案
し
た
料
理
４

品
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。県
産
ワ
イ
ン
の
特
徴
や

料
理
と
の
相
性
、ま
た
山
梨
の
食
の
可
能
性
な
ど
の

説
明
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、ワ
イ
ン
と
料
理
の
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
を
堪
能
し
た
参
加
者
か
ら
は「
山
梨
の
ジ
ビ

エ
と
マ
ス
カ
ッ
ト・ベ
ー
リ
ー
Ａ
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
は
新
し

い
発
見
で
し
た
」「
山
梨
は
東
京
か
ら
近
い
の
で
、ワ
イ

ン
産
地
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
読
者
に
提
案
を
し

て
い
き
た
い
」と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。長
崎
知

事
も「『
ワ
イ
ン
県
』山
梨
の
ワ
イ
ン
や
豊
か
な
食
な
ど

の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
売
り
込
み
、山
梨
を
Ｐ

Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　山梨の地形は起伏に富んでおり、気候や土壌が多様なので、バリエーショ
ン豊かなブドウ品種が育てられています。また、優れた醸造技術により、同じ品
種でもさまざまなタイプのワインが造られていることから、山梨のワインには、ひ
と言で語ることのできない奥深さがあります。
　日本ではまだ、ワインを選ぶときに食とのペアリングを楽しむ習慣が根付い
ていません。ワインを飲むことで料理がもっとおいしくなるように、「ワインはソー
ス」というイメージで合わせてみてください。山梨は食材の宝庫でもありますか
ら、ぜひマリアージュを楽しんでほしいと思います。

ふるさと山梨が誇るワインを
多くの人に味わってほしい
　最近は茶道や華道などのように「ワイン道」を極めようと、一生懸命勉強し
ている若い女性も増えています。レストランでソムリエと会話を弾ませている人
などを見かけると、何だかうれしくなってしまいます。
　私は山梨市の出身なので、同級生の中にはブドウ農家やワイン醸造家も
いますし、山梨のワインについてお話しするのは、親戚自慢をするような気持
ちなんです。フルーティーで軽やか、そして繊細な味わいの甲州ワインが大好
きです。世界に誇ることができるおいしさですので、もっと多くの人に広めてい
きたいと思っています。

　日
本
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
と
し
て「
ワ
イ
ン
県
」を
宣
言
し
た
山
梨
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
お
い
し
い
相
性
、
見
つ
け
よ
う
」を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
山
梨
の
ワ
イ
ン
と
食
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

 
〝
県
産
ワ
イ
ン
×
県
産
食
材
〞で
山
梨
を
Ｐ
Ｒ

❸鹿肉のミートボール
　～マスカット・ベーリー Aとカシス風味～
　（マスカット・ベーリー A）

❷ほうとうのエッセンスを感じる
　フェットチーネ
　（甲州）

　

❶富士の介のマリネ
　～自家製リコッタチーズ風～
　（甲州 スパークリング）

　

❹甲州ワインビーフのロースト
　～ふき味噌風味ソース～
　（甲斐ノワール）

「ワイン県・新マリアージュのススメ」で振る舞われた料理とワイン

わ

い

わ

い

田崎 真也さんワイン県副知事

林 真理子さんワイン県副知事

山梨のＰＲのためにご活用ください

「ワイン県やまなし」の
ロゴマークを作成しました！

❶

❷

❸

❹

ダウンロードは
こちらから
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ふれあい

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
自
然
を
活
用
し

た
体
験
活
動
に
よ
る
保
育
・
教
育
を

受
け
る
こ
と
は
、自
分
や
他
者
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。ま
た
、子
育
て
環
境
の
充
実
は

山
梨
の
魅
力
と
な
り
、子
育
て
世
帯
の
移
住・

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、

県
で
は
、保
育
所
な
ど
に
お
け
る
自
然
保
育
の

導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、自
然
保
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
保
育
所
な
ど
を
表
彰
す
る

制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、１
月
下
旬「
や

ま
な
し
自
然
保
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
。

他
の
模
範
と
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
県

内
五
つ
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
表
彰
と
、各
園

の
代
表
者
に
よ
る
活
動
発
表
に
続
い
て
、専
門

家
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子

表彰を受けた12社の代表者と長崎知事（前列中央）

受賞企業が働き方改革の取り組みを発表

自然体験活動の意義について講演する
日本保育学会会長の汐見稔幸さん

観光交流シンポジウムで山梨の魅力をＰＲする長崎知事（左端）

交流の促進に向けて現地の知事らと意見交換

自
然
保
育
の
推
進
に
向
け

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

梨
の
清
ら
か
な
名
水
で
醸
し
た
県

産
日
本
酒
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

１
月
下
旬「
山
梨
の
日
本
酒 

メ
イ
カ
ー
ズ
デ
ィ

ナ
ー
」が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
の

東
京・日
本
橋
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
Ｙ
│ｗ
ｉｎｅ
」で

は
県
内
七
つ
の
酒
蔵
が
丹
精
込
め
て
造
っ
た
日

本
酒
と
、そ
れ
に
合
う
県
産
食
材
を
使
っ
た
料

理
７
品
が
振
る
舞
わ
れ
、メ
ニュ
ー
を
考
案
し
た

ソ
ム
リ
エ
の
田
崎
真
也
さ
ん
が
フ
ラ
ン
ス
料
理
な

ど
洋
食
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
紹
介
。参
加
し

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
酒
類
流
通
関
係
業
者
ら

か
ら
は「
山
梨
の
き
れ
い
な
水
を
感
じ
さ
せ
る

味
わ
い
だ
」「
他
の
酒
類
で
は
合
わ
せ
る
こ
と
が

難
し
い
料
理
と
も
相
性
が
良
い
」な
ど
、高
い

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
県
で
は
今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
、山
梨
の
日
本
酒
の
販
路
拡
大
や
魅
力
発
信

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

山

田崎さんの解説を聞きながら、
山梨の日本酒を味わう参加者

〝
山
梨
の
日
本
酒
〞を
広
く
Ｐ
Ｒ

さ
ら
な
る
交
流
拡
大
に
向
け 

ベ
ト
ナ
ム
で〝
山
梨
〞を
Ｐ
Ｒ

「
Y
A
M
A
N
A
S
H
I 

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
ア
ワ
ー
ド
」表
彰

働
き
方
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
を
応
援

わ
い
わ
い

労
働
力
の
確
保
が
課
題
と
な
る
中
、働

き
方
改
革
は
、働
く
人
の
意
欲
や
能

力
の
発
揮
、ま
た
、企
業
の
人
材
確
保
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
県

で
は
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
や
育

児・介
護
に
関
す
る
支
援
、多
様
な
人
材
の
活

用
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
企
業
を
表
彰

す
る「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
ア
ワ
ー
ド
」を
創
設
。第
１
回
目
の
受
賞

企
業
と
し
て
、優
秀
賞
３
社
、奨
励
賞
９
社
を

選
び
、１
月
中
旬
に
開
催
し
た
働
き
方
改
革

セ
ミ
ナ
ー
内
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
各
企
業
の
代
表
者
が
長
崎

知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
後
、優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
３
社
が
働
き
方
改
革
の
取
り

組
み
を
発
表
し
た
ほ
か
、先
進
的
な
取
り
組
み

を
実
践
す
る
県
外
企
業
に
よ
る
講
演
も
行
わ

れ
、来
場
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
県
で
は
こ
れ
か
ら
も
、誰
も
が
生
涯
を
通
じ

て
、そ
の
人
ら
し
く
働
き
、活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
向
け
、企
業
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
の
就
職
情
報
サ
イ
ト

「
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ

ビ
」で
、受
賞
企
業
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

近
年
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
山
梨
を
訪
れ
る

観
光
客
や
県
内
に
在
住
す
る
人
の

数
が
急
増
し
て
お
り
、本
県
と
ベ
ト
ナ
ム
の
交

流
は
広
が
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、長
崎
知
事
は
、政
府
関
係

者
や
全
国
の
観
光
事
業
者
ら
で
構
成
す
る

「
日
本
ベ
ト
ナ
ム
文
化
経
済
観
光
交
流
団
」の

一
員
と
し
て
、１
月
中
旬
、ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

し
、本
県
の
観
光
資
源
や
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　
ダ
ナ
ン
市
で
開
か
れ
た
日
本
ベ
ト
ナ
ム
観
光

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登

壇
し
た
長
崎
知
事
は
、観
光
客
の
誘
致
に
向

け
て
、富
士
山
に
代
表
さ
れ
る
自
然
景
観
を

は
じ
め
、県
産
果
実
や
ワ
イ
ン
、日
本
酒
な
ど
、

山
梨
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。ま
た
、現
地

の
知
事
ら
と
の
交
流
会
で
は
、山
梨
の
Ｐ
Ｒ
に

加
え
、さ
ら
な
る
交
流
の
促
進
、産
業
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
受
け
入
れ
や
育
成
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、相
互
理
解

を
深
め
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、ベ
ト
ナ
ム
と
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

やまなし就職応援ナビ

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。
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ど
も
た
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が
豊
か
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自
然
を
活
用
し

た
体
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活
動
に
よ
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保
育
・
教
育
を

受
け
る
こ
と
は
、自
分
や
他
者
を
大
切
に
思
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気
持
ち
、郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。ま
た
、子
育
て
環
境
の
充
実
は

山
梨
の
魅
力
と
な
り
、子
育
て
世
帯
の
移
住・

定
住
を
促
進
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、

県
で
は
、保
育
所
な
ど
に
お
け
る
自
然
保
育
の

導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、自
然
保
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
保
育
所
な
ど
を
表
彰
す
る

制
度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、１
月
下
旬「
や

ま
な
し
自
然
保
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
。
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模
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と
な
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活
動
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開
し
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る
県

内
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保
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よ
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て
、専
門

家
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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令
和
2年
4月
1日（

季
刊
）
 山
梨
県
 発
行
　

〒
400‐

8501 甲
府
市
丸
の
内
1‐
6‐1  TEL 055‐223‐1339  FA

X 055‐223‐1525
や
ま
な
し
の
県
有
林
は
、森
林
管
理
認
証
を
取
得
し
、世
界
的
な
基
準
で
豊
か
な
森
づ
くり
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
や
ま
な
し
森
の
印
刷
紙

こ
の
印
刷
紙
に
は
、
FS
C
○森
林
管
理
認
証
を
取
得
し
た

山
梨
県
有
林
か
ら
の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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問1：今号の中で最も関心を持った内容は？
問2：ワイン県として山梨を盛り上げる方法は？ 
　　※頂いたご意見の一部は、夏号で紹介させていただきます。

アンケートの回答と、次の①～⑥をご記入の上、はがき、電子メール、
ファクスのいずれかの方法でご応募ください。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢・性別 ⑤電話番号 ⑥メールアドレス

　　　　　　山梨県「ふれあい読者プレゼント」係
はがき：〒400-8501 甲府市丸の内１-６-１
電子メール：koucho@pref.yamanashi.lg.jp
　　　　　（件名に「ふれあいプレゼント」と入力）
ファクス：055-223-1525

　　　　　　4月30日（木）（当日消印有効）
商品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。
個人情報は商品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただく
ことがあります。

ふれあい
読者プレゼント

検索美味しい甲斐

アンケート

応募方法

応募先

締め切り

「美味しい甲斐開発プロジェクト」
については、ホームページを
ご覧ください。

冬号のアンケートに寄せられたご意見の一部を紹介！
オリンピック・パラリンピックをきっかけに
山梨を盛り上げるためには？
山梨をいろいろな方法でPR

ホストタウンとなる市町村が連携してそれぞれの地域をPR
（甲府市・60代男性）。県出身の選手に出身地のPRをしても
らう（甲府市・50代男性）。東京の隣県であることをもっとアピ
ールする（山梨市・40代女性）。多くの外国人に興味を持って
もらえるよう多言語で山梨を紹介（上野原市・60代男性）。
その他

ホームページ Facebook Twitter 広報番組広報誌

県政情報
発信中！

（ある方）

抽選で５名の方に！

ハンさんの
おいしい くわ茶

（「(株)桑郷」提供）

公共交通機関を充実させる（笛吹市・40代男性）。宿泊施設を
充実させる（中央市・20代女性）。初心者でもサイクリングを楽し
める環境を整備する（南アルプス市・30代女性）。大会競技と関
連付けて、森や川を生かしたアクティビティを企画する（県外・
20代女性）。有名選手が参加する自転車競技ロードレースを
開催する（県外・60代男性）。


